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前 提
日本は,い ろいろな点で,国 際比較上,良 い国ではある。だがより良 くする
ために,問 題点 と事実を述べ る。ここで述べる規定や断定は,100%そうだ と
いうものではない。諸外国に くらべて,少 し違 うという意味である。 また概 し
て善悪の問題を論 じていない。それにこれは,ト ルソーである。本稿では文を
極めて短 くしなければならないので文に主語がない。主語のない文では,日本,
日本人が主語である。
1政 治と政治家
1-1政 治資金
現代 日本 における諸悪の根源の一つは,政治資金の提供の仕方,つまり間違っ
た方法にある。結論 を言えば,利 益団体 による政治資金の寄付 を認めているこ
とである。 これは,民 主主義 と自由主義の観点からみて,誤 りである。
もちろん現在さまざまな悪があ り,現行の政治資金のや り方だけが悪だと言
〔1〕
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うのではない。 しかしこれは,諸 悪の根源の一つをなしてお り,これを完全に
改めれば,相 当広い分野で諸悪が是正 される。ただ し,日本の多 くの政党は,
これによって成 り立っているので,こ の廃止には抵抗するであろう。
人間は政治的 自由をもつ。ここで問題 としたいのは,政 治に対する国民の財
政的支援である。狭い意味での政治的自由は,選 挙権 ・被選挙権を持つことで
保証 されている。政治家や政党は,「自由主義国」では,そ の活動のために,
政治資金が必要である。本来の理想か ら言えば,そ れほど資金は要 らないので
ある。 しかし現実には,特 に日本では,選 挙戦の際に多額の費用が必要となっ
ている。政治資金の多 くは,実 際には,各 種団体から政党 ・ 「政治家」への寄
付金である。現在の日本では,一 応これに対 して,政 治資金規制法で一定の規
制がある。
個人 ・会社 ・労働組合 ・それ以外の団体 による政治活動に関する寄付は,金
額 に制限がある。個人は年間2000万円までである。会社は資本金,労 働組合は
組合員数,に よって違うが,次 の通 りである1)。
?
社 労働組合など 寄附金制限額
50億円以上
10億円以上50億円未満
10億円未満
10万人以上
5万人以上10万人未満
5万人未満
3000万円
1500万円
750万円
投票行動の自由は,日 本では形式上保証 されている。 しか し政治資金の点で
は全 く保証 されていないことになっている。なぜならば,利 益団体が政党に寄
付 をしているか らである。
個人は,自 分の利益 を代表 して くれる人や政党に,い くらでも(と いって も
1)国民政治協会(自 民党)へ の大口寄付団体 は,日 本鉄鋼連盟,石 油連盟,日 本化
学繊維協会,つ づいてセメ ント,自動車,東 証正会員協会である。
企業の年間所得の2.5%と資本金の0.25%を合わせた ものの半分が 「損金」 とし
て非課税 となる。そのた,科 学の振興,文 化の向上,社 会福祉 の法人への寄付 は無
税である。 これ らを活用 して政治家に入る。
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収入から生活費を差 し引いて)寄 付 をしてよいであろう。自分が代議士になれ
ないので,他 人に託すわけである。 もちろん純粋 に個人の金でなければならな
い。ただし,一 定以上の寄付金額はアメ リカのように公表すべきだという考え
もよい。実際は個人か ら寄付 を受ける人はまれであるが,お 金を寄付 したい と
思われる人は,む しろ立派 な人物であると思える。
次のようにも言われている。「法人企業が政治献金 をなし,法 人税法が寄付
金の損益算入限度額の範囲内においてそれを損金 に算入することを許容するこ
とは(法 人税法37条参照),憲法上 も疑問が存在する。なぜ なら,政治献金行
為 は一種の政治的権利(参 政権)の 講師であって,そ れは主権者のみに専属す
る主権的権利の行使であるべ きであると考えられるか らである。また法人企業
が政治献金をすることは,憲 法の意図する議会制民主主義を空洞化させ ること
にもなるからである。このように,法 人企業の政治献金に対する租税法的保護
には,憲 法上,重 要な疑問が存在するのである。法人企業の政治献金行為 は,
商法上 も,会社の目的外の行為 とみなければならない。」2)
会社や寄付 を受けた政治家 ・政党は,正 しく申告するとは限らない。その部
分はブラック ・マネー(裏金=税 務署,選挙管理委員委員会に申告 しない収入)
と呼ばれている。 ところで問題は,同 法が前提 していること自体 にある。利益
団体が寄付 をすることその ものが問われなければならない。制限金額を厳 しく
せ よとか言 うのではない。団体つまり利益団体が,政 治家 ・政党に寄付をする
ことは,収賄 ・賄賂行為になってくる。寄付はこの際,慈善事業ではないので,
見返 りが期待 されている。受けた側も,次 の寄付を期待するためには,当 然寄
付金以上の利益 を与える。こうして政党 ・政治家は特定利益団体の走狗 になる。
国家 ・国民 ・人民のために政治 を行わなくなる。金の力が政治を動かす。
思想 ・信条の点から見るとこうなる。会社の利益の一部を経営者が政治資金
として寄付 した場合,株 主の配当,従 業員の給料 ・賃金,消 費者の購入価格か
ら,一部分を差 し引 くことになる。会社 とは,経 済利益のために結集 した人間
2)北 野弘久 『納税者の権利』岩波新書1981年,37～8ページ。
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集団である。その従業員 も種々の信条を持ち,特 定政党 ・政治家の支持者であ
るとは限らない。その結果,その支持者以外の者の政治信条は踏みにじられる。
労働組合の場合 も似ている。経済利益のために組織 された集団なので,組 合に
は自民党支持者か ら共産党支持者,そ の他,支 持政党なしの人(い わゆる,無
党派層)ま でいる。 しか し組合が上部機関の決定で全員から給料 ・賃金の一部
を徴収 し,特定政党 に寄付をした ら,それ以外の者の政治信条をね じ曲げてし
まう。会社の寄付は大量で,組 合の寄付は大量ではない としても,本 質的には
同 じである。
こうして現実的に見て も,思想信条から言っても,利益団体 による政治資金
寄付 は誤 りである。民主主義的だとは言えない。つまり金持ちによる政治,金
権政治が実現するからである。
現在のような利益団体による寄付を禁ずることは,日 本では民主政治を実現
する最良の方法である。政治家は,自 分を支持する多数の市民 を,金 によらず
に獲得すべ きである。現在のや り方は,金 がなければ当選できない という政治
家 を,法律によって公然と認めている。彼 らは結局,選 挙民の投票を金で買う
のと同 じであ り,そのために膨大な政治資金が必要 となっている。団体 による
寄付が全廃 されれば,金 権政治が全てな くなるとは言えないにして も,その根
底は崩れる。賄賂 も簡単には実現しにくくなる。 こうして政党支持率がより公
平に議会に反映される。現在の制度では結局,経 済力の優 れた団体によって政
治が動かされるので,民 衆がい くら正 しい政治を求めて活動 しても,民 主政治
が実現されるのは極めて難 しいことになっている。
日本の政治家は,政 治資金規制法の枠内で,時 には枠外でも,政治資金を貰
う。これは実際,賄 賂である。それ ら政治家は資金提供先の企業 ・団体のため
に働 くことになる。その圧倒的な多額な資金の先は自民党である。野党には,
全額のうちの数%は 与 えられるが,い ちじくの葉っぱとして与え られる。
もし団体の政治資金供与の禁止を実現 した場合,ど のような利点が生 まれる
であろうか。まず第1に,汚 職の相当部分が減少す る。汚職のほとんどは,政
治家が寄付の見返 りとして,特 定団体のために,そ の利益を実現させてやるこ
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とだからである。第2に,政 治家は大部分のこの悪 しき政治資金を失 うことに
よって,選 挙で買収する資金を失 う。投票を買い上げたり,選挙民を饗応する
資金の大部分は,こ の政治資金から支出 しているか らである。以上の点か ら,
いわゆる大規模な金権政治は消えて行 くであろう。そして一部の悪徳金権政治
家が代議士に当選する可能性は減少 して行 くであろう。第3に,金 の力に縛 ら
れないことによって国民の自主的判断に比較的照応 した政治分布が作 り上げら
れるであろう。
団体 ・企業による政治資金を撤廃 しない と,少 なくてもマシな政治は行なわ
れない。個人の政治資金のみを認める,とすべ きである。
1-2
日本の政治はアメ リカ追随である。アメリカ人 よりもアメリカびい きである。
アメリカを崇拝 している,と 言ったほうが よい。戦後,ア メリカに占領されて
か ら,そ うなった。それ以前 は,「鬼畜米英」で戦っていた。 日本人は豹変 し
た というべ きである。私の友人は,マ ゾヒスムと言った3)。ただ し明治以来,
日本は欧米崇拝主義であった。
1-3政 治家
政治家=国 会議員が当選するには,1億 円の金がいるとされる。そのため自
民党の派閥か ら金を貰 う。派閥もそのために政治資金が必要となる。企業は思
想を統一 しようとする。企業選挙をし,取 引先や下請けに選挙を強要する。官
庁は業界に司令 し,選挙 を指導する。
日本の政治家は,資 金提供先のために,つ まり財界,日 本医師会,農 協のた
めに政治をしてきた。特 に従来は,土 建業わけてもゼネコンのために政治をし
てきた。つま り国家予算 を土建業のためにつかってきた。日本の政治家は,調
整型が多い,ま た滅私奉公を口にする,つ まり自分の意見がなく,状況に振 り
3)『 ウ ィー ン の 森 の 物 語 』NHKブ ッ ク ス,222頁 。
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回される人である。だから外国か ら日本の政治家 に相談が来ない。
国会は,つ まり政治家たちは,官僚 によって牛耳 られている。官僚は国会を
よく見つめている。逆にいえば,国 民 を見つめていない。国会では政治家は国
民にむけて議論をしない。アカウンタビリティ(説明責任)が 欠如 してる。 日
本の政治は料亭政治であり,料亭で決定される。だか ら国会はな きに等 しい。
もちろんそこでは,公 にできないような話がなされる。
日本の政治は利益誘導政治であった。自分の選挙区だけに利益誘導をする。
それでは日本全体の政治家 とは言えない。政治家が,自 分に政治献金をして く
れた地元の企業に,国 ・地方の仕事を与 える。 これは天の声 として,役 所 は逆
らえない。
田中角栄は,通 産相の時,長 良川河ロ堰の開発を知った,自 分の仕事だから
誰よりも早 く知ることができる。そ してす ぐその土地を安 く買い,計 画が発表
されて,土 地が高 くなった時,売 り,大儲けをした。田中角栄は大口献金で,
竹下登は小口献金で,資金を得た。銀行 は政治家 に,何と,無担保で金を貸す。
こうして自民党は利権政党である。佐高信はかれらを 「ゴキブリ」 と称 した。
日本の政治家は無責任である。もちろん官僚はそれ以上である。これは天皇
が敗戦で退位 しなかったことにもつながる。
日本の首相は非常に少ない賛成で,選 ばれる。大体,投 票率は50%であ り,
仮 に自民党が30%を得票 しても,国民の15%の票を得ただけとなる。
戦後の政治家で も立派な人はいる。石橋湛山や,三木武夫がそうだとされる。
1-4個 々の政策の例
中曽根康弘首相の時代 に,国鉄が潰された。これは国鉄労働組合 を潰すのが
1つの主要な目的だった。同組合は労働運動の中で強かった。そこで国鉄を分
割す る必要があった。国鉄の赤字は,政治家が鉄建公団に命 じて赤字路線を次々
と敷かせたことにある。鉄建公団は田中角栄が作 り,鉄道建設権を与 えられた。
国鉄職員は,上 中下の職員の階級があ り,これによって勤労意欲がな くなるの
であった。電電公社の労働組合は大 して強 くないか ら,分割 しなかった。結局,
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専売煙草を含め,三 公社は潰 した。
与党政治家は,か つて消費税を5%に した。本来は10%が狙いであった。そ
れならば消費税 を福祉 目的税にせ よとい う意見に対 して,当 時の大蔵省は,目
的税にすることは税制上で きないと返答 した。 しか し10%にしたい現今では福
祉 目的にしてもよいと応 えた。つ まりご都合主義である。要するに,税 を沢山
取れれば,あ とはどうでもよい というのが,通 産省 と大蔵省の考えである。そ
のためには二枚舌を使 う。中小企業の儲けは10%もない。従って消費税は辛い
のである。
政府 は,国家予算を無駄に使い,そ のため赤字国債を発行 し,今では利子負
担が国家財政の3分 の1と なり,これで政府は慌てた。 これをしたのは,財政
のエキスパー トとされる宮沢喜一である。バブルを作った蔵相は彼であ り,そ
の崩壊後,バ ブル崩壊を救 うためにと再登場 したのが,彼 である。平成の高橋
是清にな りたいなどと,彼 とは全 く反対の人物のことを述べた。
近代国家では,ま た日本国憲法でも,政 治と宗教の分離を掲げている。創価
学会は公明党を結成 した。宗教政党を作 ることは,法律では禁止 していないが,
近代国家 と憲法の精神 とは逆行する。宗教 と政治は別物にするべ きである。少
なくとも国民が政治を考える場合,混 同することは非教育的である。創価学会
の人々が日連を敬 うことは結構なことである。しか し現実の政治を考える時,
そこには様ざまな人がいて,し っか り自分の頭で日本の政治を考えることが必
要である。それなのに,全 員が公明党を支持するようにして,政 治 を考えなく
させてしまう。
1-5小 さな諸点
頼まな くても,市会議員にでさえ,市 役所はその住所の近 くに信号機 をつけ
る。排除雪 も優先する。市長の家の周囲は完壁に除排雪をする。議員は視察で
は,調査 ・勉強にゆくのではなく,予算を遣 うために行 く,自民党は大体芸者
遊び,旧 社会党程度ではマージャンという楽 しみのために行 く。政府や自治体
は,博 覧会などを行ない,行 なわせ る。それらは大体3ヶ 月で終ってしまうよ
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うなものだ。終ってす ぐその設備を壊 して しまう。こうして税金を無駄 にする。
これ らの施設は有効利用するべきだ。
リクルー ト事件で,竹下元首相の秘書は自殺 した。だが竹下本人は自殺 しない。
罪を部下に押 し付 けた。KSD事 件で,元 ・労相 ・村上正邦 は,党 費身代 りの
払いをKSDにさせていた。そして他の自民党政治家 もやっていると言った。
内閣官房機密費は,野 党対策資金でもあるという。後藤田正晴は,こ れは必
要だと述べた。
国会議員は本人だけで も最低年俸3000万円ある。 これでは数年務めているう
ちに金銭感覚がなくなってくる。当選回数が多 くなって,自 分の銅像を建てて
貰いたいためだけに立候補 した,議 員 ・原健三郎(自 民)が いる。政治家に二
世議員が多い。これは後援会の利益を代表するから,都合が よいのである。
政治家の一例 として,鈴 木宗男は,1.北 海道の野幌東地区の陳情に対 し,
選挙で 自民党がまけたか らと,予算を付けなかった。2.ウ タリ協会からの外
国会議出席者の参加 を拒否 した。会長が鈴木後援会だったが,会 長が辞任 させ
られたか らである。3.コ ンゴの外交官の人事に圧力 を掛け,コ ンゴ大使の外
交官IDカー ドを出させなかった。新 しい コンゴ臨時大使を認めず に,追 放 し
た。コンゴ出身のムルアカ氏がこれに関与した。 コンゴ向け自分の機関を作 っ
て,ム ルアカ氏にやらせた。ムルアカ氏を私設秘書 とした。彼が公務員なのに
採用 した。偽肩書なのか,外 交官証を持っている。偽造パスポー トを作った。
4.彼の私設機関がダイヤ ・金 を買っていた。5.外 務省を脅 して人事に干渉
した。6.国 後(ク ナシリ)島 で,1999年4月,「友好の家」俗称 ムネオ ・
ハウスを作 らせた。それをロシアが要請 していなかった。外務省外郭団体が,
渡辺建設工業と犬飼工務店に受注 し,日本工営にも参加させた。前2社 は力が
ないので,日 揮 に建てさせた。その際,鈴 木は入札を根室に限定し,ま たそれ
に深 く関与 した。業者 に,不要の消費税2・2億 円を支払っていた。これらは
「支援委員会」が決めるはずなのに,開 かれていない。7.国 後桟橋に関与 し
た。改修工事で入札規準 を変えた。これに深 く関与 した。8.北方四島でディー
ゼル電気発電所 を3箇 所建てた。ある島の行政府はロシアの民間企業に運営 を
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任せた。その社長はマフィアらしい。 これに外務省分析官が介在 した。それを
三井物産が引 き受けた。3つ で40億円の額となり,三井物産は鈴木に8900万の
献金をした。鈴木は地元への利益誘導をした。釧路では裏金は常識だと。9.
燃料 を根室の業者から納入させた。10.四島での植樹祭の帰 りに外務省職員に,
殴 る,蹴 るの暴行 をした。11.アフリカODAに 介在 した。ケニア水力発電所
とタンザニア学校建設である。鴻池か ら献金を受けた。他企業から献金を受け
た。学校建設 の際,外 国送金で疑惑 を作 った。12.アフガ ン復興会議に,
NGOの 「ピース ・ウイズ ・ジャパ ン」 を出席 させな くした。 自分に都合が悪
いから,NGOを 排除した。13.モザ ンビークゆ きi援助医師団を羽田で差 し止
めた。自分に話がなかったか らだった。14.沖縄で,政 治献金を,献 金 してい
ない人か ら受け取ったという書類を偽造 した。15.あるロシア大使館員の尾行
を止めさせるよう,ロ シア側の要望で,警 視庁に命 じた。鈴木は,田 中角栄に
似ている。金で人をつかむ。全国で,広 く薄 く集金する。秘書たちが集金ロー
ラー作戦をする。若手議員にそれを与える。怒鳴 り,脅かす(『鈴木宗男研究』
新潮社)。
1--6よ りよい議員を選ぶために
下記の類型はよくない。
1.当選回数の多い人は,結 局 よくない。国会議員 となって,長 い間に国民
のことがわか らな くなって くる。2.女 性の方が男性よ り少 しよい。3.官 僚
出身。 もともと民意か ら離れて官僚に牛耳 られている国会に,こ れ以上官僚を
増幅すべ きでない。社会が変わ らない。4.高 齢者。大体20,30才の時代の認
識で,人 は活動するのだから,半世紀前の時代認識で政治をしていることにな
る。5.二 世議員。親か らの地盤を受け継いでいるので,利 権集団に取巻かれ
ている。それに政治 とは,世 襲であるべきではない。6.金 持ち。庶民の金銭
感覚がな く,金銭的に無駄なことをしがちである。7.権 力 に慣れている人,
つまり大臣などの歴任者のこと。かれらは権力の亡者 となる。旧保守党の野田
毅など,その例である。
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以上のグループは選択 しない方がよい。
1-7ま とめ
大 きな論点は,日本の政治が一党支配であったことだ。これは非常にまずい。
政策変更可能性がなくなって しまう。官僚は自民党に気に入 られようとして,
それ以外のことを考えない。
日本で,中 間層=サ ラリーマ ンが政治勢力 として欠如 している。彼 らに暇が
ない。かれらが力 と余裕 と組織をもつ必要がある。中間階級 はミルズ(『ホワ
イ ト・カラー』)が分類するように,新 と旧がある。現代 日本の中間階級は,
新中聞階級が主力であ り,つ まりホワイ ト・カラー,サ ラリーマ ンである。 日
本では当の彼 らにサラリーマン党がない。
2行 政と官僚
2-1総 論
日本では,1945年(敗戦)以 来,そ れまでの軍人 と官僚の連合が,官 僚 と産
業界の連合に代わった。彼 らが日本の政治経済社会を動か している。その官僚
たちは,官 僚制の縄張 り争い(=セ クショナリズム)を している。政治家は選
挙で選ばれるのに,官僚 は,も ちろん選挙で選ばれていない。それ故に,日 本
では官僚独裁である。官僚 は日本 を管理国家 として作っている。彼 らの武器 は
秘密主義である。情報を支配する。
2-2地 方自治
日本は中央集権国家であ り,中央官僚が巨大 な権限を持つ。そこで地方 自治
体は財政的には貧弱(脆 弱)で ある。戦後,改 革されなかったのは,行 政組織
である。もちろん,内 務省か ら特高は消滅 した。更に内務省は,自 治省 と警察
に分割 された。今 日,自 治省 は総務省 になった。地方 自治は,戦 前にはなかっ
た。だが,戦 後は 「3割自治」がある。地方 自治がやるものは,小 中高校の管
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理,上 水道 ・下水の管理,消 防 ・警察の運営,福 祉,道 路(県 ・市),病院,
幼稚園 ・保育所の援助 など,生 活のほとんどすべてである。中央政府がや るも
のは,軍 隊,国 立大学,国 立病院,中 央官僚組織,議 会,最 高裁判所,皇 室 な
どの運営である。
財政収入は,国 が6割 の財政を掌握 し,中央官僚は強い。都道府県は4割 で
ある。支出は,そ れに反 し,国が3割,地 方が7割 である。そこで中央から地
方ヘ ビモつ きの予算が流れる。都道府県の財政課長の大半が自治省の官僚だか
ら,ヒ トもカネも中央支配となる。自治省は,国 民の自治,と くに地方自治 を
壊 している。多 くの首長は自治省,つ まり旧内務省からやってきている。
2-3行 政改革
1997年9月に行革会議は中間報告 を出 した。21ある中央省庁を12に再編する
案である。ただし形だけ実現 した。財政改革 を唱えながら,副大臣2名 制にし
た。 日本では公務員比率はそれほど多 くはない。 しか し多いと宣伝 される。実
際は,特殊法人 とその職員が多いのである。
灘卜一 撒]輝 生労働省
籔擁
2--4出 世
国家公務員1種(=上 級)試 験で受かった人は,キ ャリア=出 世組 となる。
この試験問題は東大の先生が出すか ら,東大生はペテンで入るようなものだ。
キャリアが,1年 で税務署長になっていた。若手が,経 験豊かな人々の上に立
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つことになる。最近,世 間の批判により就任を1年 のばして,2年 とした。こ
のキャリア制度は山県有朋によって作 られた。官僚にはノン ・キャリアとキャ
リアとがある。キャリア組は出世が約束されている。実際の仕事はノン ・キャ
リアが行なう。キャリア組=高 級官僚は東大出が多い。多いというよりも,ほ
とんどそうだと言える。最終の出世は毛並による。高級官僚候補者は,財 閥の
娘や,高 級官僚の娘 と結婚する。エ リー トは,出 世と退職後 しか考えない。出
世で きずに くさるノン ・キャリアが,不 満を持ち,官 庁が ぎくしゃくする。 し
かし,平凡な人はまじめに働いている。ノン ・キャリアは,本 省課長以上には
昇進で きない。キャリアになるのは,昔 は東大法学部出だったが,い まは,他
の学部で も可能となった。官庁は,東 大法学部の成績のよい卒業生を求める。
位人身(く らい じんしん)を 極めるのは,事 務次官である。
高級公務員の 日米比較 をすると,ア メリカでは政権が交替すると,高級公務
員は退職する。 日本では政権が交代 しない。
出世のために,官僚は新プランを求める。彼 らは見 える成果 を残 したい。だ
からよい と思えるプランには飛びつ く。彼 らは 「金がない」 という。そんなこ
とはない。道路 ・建設には出す。これ らは目に見える。それにゼネコンが強 く
要求 している。金がないと言いながら,自衛隊への予算 は消滅 しない。米軍へ
の思いや り予算はある。米軍基地の水光熱費はタダにしている。赤字国債は発
行す る。国民にとって必要 な所へは 「金がない」と云うだけである。有力グルー
プへの金は,あ る。財界,医 師会,農 業には,膨 大な予算をつける。官僚は,
予算 をたくさんとって くると優秀だとされる。彼は出世する。予算の使い道は
国民に関係なくてもよい。これは使い切 らないとまずい。こうして財政は増 え
るばか りである。田中角栄いわ く。「役人 というやつは……エ ライ地位 につ き
たい動物なんだ。」
官僚 は,た か り,接待 を要求する。ザブン ・ドボンを要求する。プレゼント
は常識では5千 円までとされた。役人は,賄賂をとりたがる。江戸時代か ら,
「役人の子は にぎにぎをす ぐ覚え」 という句がある。高級役人は,業 界から
便宜 を計ってもらう。マンションを貰い,あ るいは安 く売って貰い,儲 る株 を
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提供され,自 動車をタダで借 り,1人1食10万円の料理を食べる。ゴルフをタ
ダでや り,マージャンで儲けさせてもらう。企業が官僚を,地 方自治体が中央
官僚 を,接待する。中央官僚が権限を握っているからである。会社は交際費を
持っている。
官僚は,滅 私で蓄財 をする。接待,利 益 を考える。外へ出た官僚は,本省の
顔色ばか り見ている。役人のエ リー トは,部 署をたらい回 しし,あ るいはさせ
られる。2年 で部署を移って行 く。これでは仕事は覚 えられない。官庁ではゼ
ネラリス トを養成 している。これは大会社 も同 じである。スペシャリス トは必
要 とされない。つまり,ま ともに仕事をしないシステムを作 る。
2-・-5各 省
赤字が出ると,赤字国債大量発行で,財 政苦難を乗 り切 るのだから,大蔵大
臣は誰でもで きる。金融官僚 は,日本経済を考えない。アメリカの ドルだけを
守ろうとしている。かつて3億 円の ドル買い失敗を1日 で行なったことがある。
国民が気が付かなければ,税 金をどこか らでも取 るのが大蔵省(財 務省)で あ
り,その点では非常 に優秀な官僚である。
日本の国家予算は,一般会計,特別会計,財政投融資か らなる。特別会計は,
年金保険,国 民年金,地 方交付税などである。
警察 も,最近の例では,エ リー トは庶民感覚がない。キャリアだから,そ の
必要がない。9年 半 も監禁されていた若い女性を保護するより,上役の接待の
方が,大切である。その際,図書券を賭けてマージャンをしていた とされるが,
そういうマージャンはない。彼 らも上を見て下を見ない。視察 にきた上役が,
前 もって視察すると伝 えるのは視察にならない し,15分の視察では,視察 とい
えない。地方警官はコネ採用が多い。
日の丸を揚げ,君 が代 を歌 うべ しとした旧文部省は,教 育委員会に厳命 し,
何がなんでもそうさせ,教 育の案件は忘れている。校長 ・教頭は,教 育委員会
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に支配 されている。文部省の支配は,教 育 ・研究を壊 している。2004年に,国
立大を独立法人にした。米軍基地へのおもいや り予算は,そ れを国立大学の授
業料にふ りむければ,た だになるのだが,反 対に,毎 年値上げしている。大学
入試センターは,存 続を考えている。
阿部謹也 さんの岡山大学での講演から。「あるとき,急 に独立行政法人 を受
け入れることになった。……政治的圧力 に負けた。文部省の見解 は,は っきり
いって,な い。別に自民党にあるわけでもない。 日本の政治家たちや,政 府に
もない。かれ らの関心事は自分の派閥をどう維持するか,自 分の現在の内閣を
どう維持するか ということしか考えてない。政府は,大 学をどうすべ きか,高
等教育をどうすべ きかを考えたことがない。要するに,場 当り的なことをその
場その場で言っているにす ぎない。ただ流れているだけ。これは過去の日本の
政治家たちの多 くがやってきた道で,それが一番彼 らとしては楽な道なんです。
将来を考えて高等教育はこうあるべ きだと言ったら,派 閥を出ざるをえな くな
る。 日本の文部省 も政治家たちも,そ ういうはっきりした見解 を持ってやって
いない。そういう見解 を持っていた ら,政務次官にも,事務次官にもなれない。
そうい う見解 を捨てなければ役人になれない し,流 されていかなきゃやれない
というのが,現 実の状態なんです。」
テ レビ局は郵政省 に認可権 を握 られている。スポンサー各社 は各省に管轄さ
れている。郵貯 ・簡易保険 ・郵便は,2003年に公社へ移行 した。郵貯 ・簡易保
険のカネは,財 政投融資 として,特 殊法人に,政 府の行なう 「公共事業」に貸
し出され,利 子をつけて郵貯などに返済する。財政投融資は大蔵省資金運用部
で扱っていた。郵政省は,総務省に引 き取 られた。財政投融資は総務省が管轄
する。大蔵省か ら奪 ったのだ。特定郵便局と,そ の長 という大変奇妙なものが
ある。
外務省の機密費を,室長が競馬の馬に使っていた。これは,主 に外国政治家
へのおみやげ,大 使の接待,政 治家や首相の宿泊費に使った。機密費は,戦 前
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はスパイ(諜 報活動)の ため,対 外対内情報費用であった。外務省の海外大使
館は,政 治家 ・官僚の接待係だけを最大の任務 としている。それを要求す る国
会議員も問題だ。外交官は,よい国2年,悪 い国2年,日 本2年 の勤務である。
こうして世界 を回る。外交官は,そ の任地国のことは,よ く分からない。外務
省は,外 国の情報を収集し分析するわけではない。外務省は,彼 らに外勤手当
を給料以上に出す。現地人と結婚 した外交官の出世はそこで終わ りとなる。
「北海道新聞」2001・7・1によれば,こ うだ。「デ ンバーの在米 日本総領
事館で,総 領事夫人が よびかけ,1カ 月に1度,領 事夫人たちが,全 くの私的
ランチ ・パーティーをしていた。領事館のコック,お手伝いさんが,公 邸で接
待 した。食材は機密費でまかなった,総領事はそれを承認 していた。総領事は,
家族の食事 も機密費でまかない,私 的ゴルフも公用車を使っていた。」4)外務省
の外交官は5000人で,3000人が外国に,2000人が 日本にいる。外国にいるのが
「貴族」である。彼 らは大使公邸や豪邸に住む。パーティーこそ大事だ。
1941年のむかし,パール ・ハーバー攻撃の直前,交渉 をやめるという電報を,
在アメリカ大使館 は,読 まずに,遅 れた。書記官は,パ ーティーに出ていた。
奥村一等書記官,井 ロ参事官である。攻撃の日に,大使館に外交官が誰ひとり
出ていなかった。
多省か らの出向者 ・キャリアは遊んでいる。それは私費ではない。大使館は,
皇族 ・閣僚の訪問のときだけ忙 しい。情報収集活動が仕事のはずだが,キ ャリ
アはそれをサボる。 ジェ トロ,ジ ャイカ(国 際協力事業団),輸銀,通 産省の
特殊法人で も,豪勢な生活をする。仕事をしないで,通 訳を雇い,車 を売る。
大使は2,3年 で1億 円たまる。生活費もかか らない。これは時代錯誤である。
今,交 際費は,使 い放題である。危険な時に,大 使は逃げる。役所 に責任なる
ものはない。情報活動は怠けてやらない。アメリカまかせをしているか らだ。
また情報が大切だ と思っている日本人がいないか らだ。国民は,自 分の国が ど
う生 きて行 くか,関 心がない。外交 は米 ・中 ・韓を相手 にしているだけだ。
4)テ リー伊藤 『お笑い外務省機密情報』飛鳥新社2001年。
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キャリア外交官は,現 地語がわか らず,英 語程度である。彼 らは,重 要外国
人と会っていない。パーティーはセ レモニーである。知合いどうしで会 う。日
本を売 り込むなど考 えない。外交官は,弱 い国では 「ここにいてやるから有難
く思え」 と,強い国では,「いさせて下さってありが とうございます」,と思っ
ている。情報収集の人 を現地採用する。情報 といって も,新聞の切抜 き程度で,
それも現地アルバイ ト女性にさせる。
外交官は日本人を等級つける。現地のアジア人 と結婚している日本人を許せ
ない。観光旅行者の些細 な問題にはキャリアはとりあわない。一般の在留邦人
にも冷たい。政治家 ・官僚に対 しては,「旅行会社」となる。女性の手配をする。
金髪女性を世話する。国会議員や,役 人が,女 性を望む。機密費は,高 級 日本
料理店での飲食に使われている。高級ワインを膨大に買 う。キャリアはノン ・
キャリアを下の人間とみる。キャリアでなければ日本人ではない,と 。スペイ
ン語ができると,一生,中 南米に赴任させ られる。外交官はアメリカだけを崇
拝 している。外交官には社交的な夫人は欠かせない。外国では何をしていても
日本にわかるはずがない。アルバニア崩壊の時,日 本人は日本大使館 に逃げ込
まなかった。危険の時,大 使館は救出を考えないし,手段 もない。
外交官試験は,近 年な くなったが,「全人格的能力」で選んでいた。 これは
基準がないことであった。試験は外国語は1力 国で,難 しくない。語学ので き
る人は,外 務省専門職員採用試験で選ばれ,合 格者はノン ・キャリアとなる。
外務省は外交官試験 を廃止 された ら困るので,政 治家を接待 していた。東京に
いる仲間がイジメられたら困るので,接 待する。
ペルー大使館襲撃(1996年事件)があった。ここ大使館は豪華サロンだった。
青木大使はスペイン語ができない。大使は,大 使館では天皇陛下だった。大使
を中心に人間ピラミッ ドが作 られている。1.官 は民より上。2.官 では,大
使が皇帝,キ ャリアがロイヤル ・ファミリー,出向はそれに等 しい。3.ノン ・
キャリアは,ヒ ラ,つ まり平民だ。その下に,4.準 役人がいる。つま りジェ
トロ,ジ ャイカの職員。最後が,5.民 間である。 この民間が また分かれる。
商社 はそのうち1番,2.日 航,3.銀 行,4.メ ーカー,5.マ スコミ,6.
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日系人。大使館では 日系人を棄民 とみる。大使館は,商 社に聞 きなが らODA
を使 うか ら,そのため商社が高い地位 をしめる。この序列が夫人にも適用され
る。大使の権力の1つ は,勲章を推薦することである。ペルーの青木大使夫人 ・
直子 さんは,皇 后陛下だった。夫人たちのxx会 を開いた。上が下をイビる。
美人がイビられる。民間夫人もここに動員する。民間の仕事が大使館 に牛耳 ら
れているので,民 間も反抗できない。在外公館は,宮 中のようだ。大使 はマー
ジャン,夫人はブリッジ,で 勝たせてあげる。マスコミ夫人は招待 されない。
何 もかも自分の支配下におかなければならぬ と,大使は考 える。
外交官キャリアは多 くが東大卒で,英 語だけできる,そ れも頼 りない英語で
ある。彼 らは,一 族に外交官が多 く,お しゃれで,都 心一等地に私邸 をもつ。
素人女性が好 きだ。奥さんにバ レないかぎりは,出 世の妨げにならない。彼 ら
はどこかの大使になれる。他省か ら色情狂集団と呼ばれている。女性スキャン
ダルが傷にならない。外交官の根本は,1.エ ラい人の子がえらくなる。2.
とにか く外務省 を守る,3.名 門に生 まれると高い地位になる,4.エ ラい外
交官の娘 をもらう,5.父 親の世話になると,息子を出世 させる,6.東 大中
退がよい。外交官は2世 が多い。大使の生活は全部賄われる。専用 コックが料
理する。外務省は,ア メリカが 日本 をまもって くれると本気 に信 じこみ,そ れ
に反対する人は排除する(天 木)。
加藤千幸 ・元スイス大使(朝 日2002・3・2)は 語 る。「極論すれば,戦
後の外務省に 「外交」はなかった。いつまでも占領時代の惰性が続 き,独立国
の外交 として最 も重要な情報活動がおろそかだった。そのあらわれが,何 事 も
本省が取 り仕切る本省中心主義で,外 交の 「現場」である大使の仕事ぶ りは,
多 くが40点以下だ。外務省は 「国内官庁」化 して しまった。落第大使ばか りだ
から,だ れで もできると思われて,民 間人起用論が起 きる。機密 費の横領が起
こるの も,ま さに仕事をしていない証拠。情報活動にはいくらで もお金がかか
る。……外交のプロとして,自 らに誇 りを持つ,本 当の意味でのエ リー ト意識
がなくなったことこそが問題だ。おべっか精神が外務省を毒 している。川口外
相が発表 した10の改革方針は,中 学高校のホームルームで,先 生が 「成績がい
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いからといって威張るのやめましょう」「先生の云 うことをよく聞きましょう」
と言 うのに似て,問 題の本質に切 り込んでいない。
「外交」という仕事ができる体制 をつ くることこそが大事なのに,… …他の
省庁のように公共事業などの利権で,政 治家の関心を得ることができない。た
だ しODAが あるからそ うでもない。そこで,人 事を売る。外交政策 を売る。
例の 「二島返還論」は典型だ。……外交政策では対米依存。そ してお金で解決
する。鈴木氏との関係 も,そ ういう体質の延長線上のものだ。」
介護保険は税金であ り,保険ではない。家庭での介護を理想 にしている。厚
生省 は,HIVを知 らせず,危 険 な薬を認可 して,人 を殺 し,エ イズを発生さ
せた。国民の命 よりも製薬会社が重要だ。安部は,1432人に非加熱製剤 を与え,
1434人を殺 した。2001年に無罪 となった。厚生省は丸山ワクチ ンを認可 しない。
厚生省 は,女性が自立するか ら(宮本),ピルを許可 しない。
介護保険,医 療保険が,重 要な社会福祉 となっていて,医 療保険は社会保障
制度の根幹である。大正11年に,健康保険法で き,昭和13年に,旧健康保険法,
昭和36年に,国 民皆保険となる。ただ し国民の要望による改正はない。2002年
に改革案ができた。70才から老人 とされた。医薬分業で負担が増えた。医者の
処方箋1枚 で,7-800円する。老人は,病 院のたらい まわ しとなった。さす
がに,カ ルテ開示は医師会 も認めた。
治験 をやって人を殺 している病院がある。大学病院で研修医に診察されたら
危険である。不正請求する医者は,詐 欺である。だが,発 覚 しただけで60億円
(2000年)もある。準看護婦が40万人いる。昭和20年に,イ ンターン制度がで
きた。卒業 してインターンで病院で働 き,国家試験 を受けて,医 者になってい
た。だが昭和45年にこれは廃止された。それ以来,医 療事故,医 療過誤が多 く
なった。新聞だけで,平成12年に60件がお きて,35人が殺された。乳児が多い,
ついで老人である5)。
5)近藤功 「医療保険制度の抜本的改革構想」修士論文(小樽商大)。
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建設省は,国土をコンクリー ト化 し,道路化する。河ロ堰を作って河湾を殺 し,
河岸はすべてコンクリー トにして,自然を壊 し,日本全国の海岸の49%をコンク
リー ト化した。役に立つ,立 たないは別として,ダ ムを作 り,高速道路を作る。
国家は,国 民からお金を吸い上げて,財 界に使って貰う。広瀬隆は 『私物国
家』で,官 僚や実業家が国家 を私物化 している姿を描 く。税金はとれるところ
か らとれるだけとるのが,原 則である。羊の毛を抜 くようにする。反対がでる
とやめる。強いところは遠慮する。官僚は,既 得権は絶対守 り通せ と考える。
パーキンソンは,「官庁の職員数は職場の仕事の有無に拘 らず増えつづける」
と定式化 した。彼 らは予算 と人員を増やすことをねらう。官僚が無責任なのは,
書類に連面 と続 くハ ンコによって分かる。国家公務員,中 央官僚,地 方官僚,
公務員は,書類整理はうまい。だが実業は知 らない。これは彼 らの罪ではない。
彼 らが実業 に口を出すと失敗するというだけである。官僚は,強 きを助け,弱
きを挫 く。
2-6政 治を行なう
日本の行政は,ナ ンと,実 際に法案を作成する。議員を法案作成能力に欠け
た立法者にしてお き,官僚がいつまで も権力 を握 ぎっていたいからだ。官庁 は,
自民党には懇切丁寧で,中 央官僚 は国民でな く国会に目を向けている。一方,
国会とは名ばか りで,霞 が関の出先機関である。大体,官 僚が国会質問を考え
る。質問を作 って貰 う自民党議員がいる。役人は,質 問者議員の質問の内容 を
聞きに行 く。官庁は,そ の上,内 閣が議員の質問に答えるための答弁問答集を
つ くる。彼 らの答弁用語 も適当である。例えば,ゴ マカシ言葉 としての,前 向
き,鋭意,十 分,努 める,配 慮する,検討する,お 聞きする,慎重 に,な どの
言葉が答弁に並ぶ。本来,政 治家が立法をするものである。だが 「議員立法」
という奇妙な言葉が 日本 にはある。議員が法律を提案 した場合,そ ういうので
ある。実は当 り前のことであって,議 員 とは法律を作る,あ るいは廃止,改 正
するために選出された人々のことである。だがそうなっていない。つまり法案
の8割 は日本では官僚が作 ったものだか らである。
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日本の政治 ・行政は本来,内 閣で行なわれるが,実 際は事務次官会議で決ま
る。事務次官は官僚の最高位である。その上,官 僚が政治家になる。多 くの政
治家のかつての身分は官僚である。その上,大臣の在任期問は平均1年 なので,
力がない。それに派閥順送 りである。三権分立は建て前であって,実 際は官僚
が握っている。検察が裁判を事実上決める。大臣が官僚の人事権 をふれること
はタブーとなっている。田中真紀子さんは,一 時,外 務大臣だったが,排 除さ
れた。
法律 にもとついて行政が行なわれるのが普通である。 しか し官僚は行政指導
と通達 を出す。通達は,省 内の 「法律」である。これが議会で決めた法律 より
も強い。こうして議会は無視される。
2-7役 人
広中克彦が 『お役人 さま1』(講談社+α 文庫)を 書いた。その副題 は,都
庁出入 り業者の30年間の悪夢,と ある。その後,『お役人のことが よくわかる50
力条』を出版 し,それが今度,広中克彦 『東京都庁 「お役人さま」生態学』(同)
となった。これによれば,都 庁官僚の願いは,休 まず,遅 れず,働 かずで,出
世と退職先 を考える。仕事はしない。昼休みは,た っぷ りとる。職員食堂で安
く食事をする。責任は とらない。例えば,役 所で有名な,文 書へのハンコの列
を見れば分かるが,こ れは責任分散である。役人は5時 以降に仕事をする,残
業手当を狙 うか らだ。2年 ごとの転勤で責任転嫁がされる。仕事は深 く覚えな
い。福利厚生がたっぷ りあり,旅行をする。役人は,上 に弱い。下(庶 民)に
強い。業者 に強い。彼 らは首 にならない。こうして納税者 ・国民のために働か
ない,あ るいは,え ばる。業者をいじめる。
宮本政於 も書いている。お役所の三大原則は,遅 れず,休 まず,仕 事せずで
ある。早 くきて机にすわっている。残業をし,それもサービス残業であ り,思
いや り残業(=仕 事が終 らない課を,他の課が待 っていること)をし,勉強会,
持ち帰 り残業,飲 み屋の付 き合い,上 司と休 日ゴルフ,課 内旅行,忘 年会,上
司との食事,運 動会,結 婚式,葬 式,引 越 し手伝いである。マイナスをださな
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いため,よ い積極的なことはしない。 目立つのはだめで,従 来の方針 と先輩の
方針は変えない。
高級官僚は自殺 しない。部下に自殺 して貰らう。ある高級官僚は,歩 きなが
ら,庶民を見て,死 んでもらってもいい人を考えている。堂垣内元道知事は,
役人は尊敬 されるか ら,自分は役人になったとい う。官僚が優秀だと思ってい
るかぎり,その国に未来はない。なるほど,例 えば,東 大生は優秀かもしれな
い。 しか し優秀の中味が問題だ。ペーパー ・テス トでは優秀かもしれない。高
級官僚は身を守るのが非常に優秀である。官僚が強いのは後進国である。少な
くとも民主主義国ではない。
本省の課の職員旅行は,酒 を飲むのが 目的で,上 司の酒つ ぎ(お酌)は 断わ
れない。不平不満のス トレスを,宴 会で発散し,酒 で下品な言動 をする。 こう
いう宴会は,女 人禁制 とな り,あ るいは事実上,出 られない。宴会では話題は
仕事 とグチ,下 ネタである。課の旅行は仕事の延長である。官庁 は,男性上位
社会で,役 人は保守的女性観をもつ。
中央官庁で予算編成のさい,残 業がされる。これに手当はつかない。予算は
拡大 を旨とし,新規事業作 りが担当者の実績となる。これを行 き当たりばった
りで作 る。予算がついたら使わねばならない。余ったお金を返すのはタブーで
あり,返 したら,事業が重要でないと大蔵省に見 られる。これは出世に影響す
る。予算作成では前例 をまもり,変化を好まない。12月に内示が出て,その後,
復活折衝がある。 しかし完全にすべて決まっている(宮 本)。
役人は,家 で粗大ゴミとして扱われているか ら,役所 に来る。役所では休暇
が とりにくい。仕事は公私の区別が無いし,私生活 を公のために犠牲にする。
仕事は大事だと教 えられる。上司の引越 しの手伝いや,日 曜 日のお客の出迎 え
をする。特に空港へゆ く。これは外人に笑われる。役人は,い つも一緒にいて
安心になる。1人 になると自分の意見が言 えない。 日曜出勤までも望む。役所
は個人の責任が問われないシステムである。みんなと違 うことは,わ がままと
見なされる。大過なく,事 なかれ主義で,自 主性 ・創造性が否定され,自 由競
争 よりも悪平等である。みんなで渡れば怖 くない と考 え,同 じ価値観をもつべ
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きとされる。内に属 している者が内を批判す ることはタブーである。役人は気
が小 さい。 自分の保身が第一だからである。みんなと違 うことはいけないこと
で,遊 び心はだめである。役人は,昼 食は15分で済ませる。昼食は上司 と一緒
に,上 司 と同じ物を食べ る,自分のお金で,も くもくと食べる。嗜好まで干渉
される。ファッションや衣服にクレームがつ く。
役人=日 本人マゾヒス トが,新 入 りの人を虐待 して,マ ゾヒス トにしようと
する。能力でな くマゾヒス トであることが必要である。彼 らは,犠牲の精神を
求められる。能力でなく犠牲で管理職になる,あ るいは年功序列によってであ
る。 自己犠牲 といっても,も ちろん自分のために自己犠牲 をする。はじめ,そ
れなりに 国の役 に立 とうか,と 新入 りは考えるが,2,3年 で考えを変えさ
せ られる。「省のため」 を考えるのが昨今の中央官庁の風潮である(岡崎315
ページ)。2年間で職場がかわる。ゼネラリス ト養成である。
「妬むなかれ」のキリス ト教 とは違 う,妬みの社会である。いい ・悪いをはっ
きり見極めて行動する役人は,出 世できない。幹部たちは,義 理人情 ・セ ンチ
メンタリズムを大切 にする。官僚組織は集団主義の権化である。アメリカでは
仕事が途中で も昼食にでかけるが,日 本ではそんなことはない。ゴルフは出世
の道であ り,それだけヒマなのだ。政策決定をゴルフ場でする。ゴルフが仕事
になっている。かれらは有給休暇をとらない。だか ら自分の生活を作れない。
病気休暇をとらないで有給休暇を使 う。自分の生活までも犠牲にして滅私奉公
をする。役所こそわが人生,と 役人は考え,1分 でも長 く役所にいたい。課長
補佐では休暇は3日 が限度である。着物,車 は,地 味にする。
霞が関で,遅くまで明 りがついている。マゾヒズムで犠牲 を何 とも思わない。
それを国民にも求める。個人が楽 しさを追求することはタブーだ。
普通の国立大学職員が,旧 帝大職員に転勤によってなる時,労 組を脱退すれ
ば呼んでやると言われる。
1995年に阪神大震災が起 き,官庁は役 に立たないことが露呈 した。官僚は責
任 をとらない。官僚は国のことを考えない。仮設住宅を建てただけだった。雲
仙の爆発の時もそうだった。海外か らの援助を断わった。官僚 は,競争原理を
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きらう。現状維持 と制度の温存をする。ケガレを嫌い,面 子を重んじる。事実
よりも調和が重要だ。調和 を乱すは,タ ブーだ。格式を重ん じる。上下関係 を
重んじる。依存心 と従順を望む。 日本集団主義の教祖である。前例にないこと
を避ける。国民 より官僚組織の方が大事だ。国民に選択の余地を与えない。集
団のために個人を犠牲にする。創造性 と独創性を嫌う。楽 しみは苦 しみを体験
したあとで くる,人 生とは苦 しむこと,と考える。
政治が審議会政治になっている,な んでもない人を委員に選ぶ,し か し責任
は審議会に押 し付ける。これら委員は選挙で選ばれた人ではない。議会政治が
壊 されている。委員の3分 の1は 官僚である。
昭和天皇の妻の墓が150億円だった。輸入業者が官僚の蔭にか くれて高い価
格で売る。
日本の社会では,三角関係がつ くられている。政治家 ×官僚 ×財界人である。
官僚には巨大な権限があるから,財界は政治家に金を渡す。政治家が官僚に命
じて,財 界のために官僚を利用させる。もちろん財界が直接 に官僚を接待 し,
金を渡すこともある。官庁は,認 可 という統制経済をしている。
2-8天 下り,特殊法人
公務員賃金は高 くない。公務員賃金は,民 間準拠であるが,中 小企業 を基準
として決められる。 しか し日本の3分 の1が 公務員基準である。鶏 と卵の関係
である。そこで官僚は定年になってか ら天下 りをする。天下 りが大 きな悪弊で
ある。官庁はあ らゆるところへ網を張る。全知全能をかたむけておこなう。政
界,実 業界,そ して特殊法人へ,官 僚は就職する,あ るいは天下る。役人は定
年60歳があるので,その後の生活を考える必要がある。彼 らの 「えらさ」によっ
て,天 下るポジションが違う。
特殊法人5a)では,前官僚は月給 と退職金を貰 う。ここには職員が非常に多い。
普通の職員は,縁 故 ・ヤミ採用がされ,官 庁 とちがってその規制がない。特殊
5a)これは,特 殊法人等改革基本法で決められる。
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法人の例は,住 宅公団など,公社 ・公団 ・公庫 ・金庫 ・協会である。 ここへ理
事 として官僚は勤める。国家公務員ではないから給料は高い。2,3年 後に退
職 して他の特殊法人に勤める。その際,膨 大な退職金を入手する。「税金無駄
遣いの元凶である特殊法人」6)なのである。その本質は,国 民のために行 うこ
とではな く,高級官僚の退職後の生活 ・収入の確保だけである。国鉄が倒れた
のは,鉄建公団のせいで もある。財政改革のメスの必要はこういう所である。
しか しメスがはいらない。官庁は,国民にとって必要 ・大切なところを削って,
ここを削 らない。官僚は,自 分の権限と,退職先を守る。
大官僚は,政治家になる以外,大企業への天下 りをする。社長,重役になる。
人々の東大ね らいの1つ の理由はここにもある。塾通いの小学生でさえ,そ う
言う。札幌の有名高校生の北大 ・道庁ねらいは,天 下 りねらいで もある。大蔵
省,日 銀が,銀 行 を指導する。大蔵省OBは,銀 行,日 銀へゆ く。拓銀頭取は
大蔵,北 洋銀頭取は日銀のOBだ った。後者が前者 を吸収する際,大 蔵省 との
電話1本 できめた,と豪語する。道開発局が,仕事をOBの いるところへ出す。
こうして北海道の土建会社は開発局のOBを 採用せざるをえない。OBを とら
ない と,開発局はその会社をい じめる。
官僚は自分の省庁の握っている規制を手放さない。官僚は認可業務や補助金
の廃止に抵抗する。官僚は特殊法人の統廃合を阻止する。理由は単陣明快で,「天
下 りの確保が難 しくなるか ら」である。天下 りは公務員の人事 システムに組み
込まれた制度なのである。現在82万人いる国家公務員の人事体系 は,再 就職先
を探 し続ける大臣官房の不断の努力なしには成立 しないのである。天下 り先を
確保するには,特殊法人や民間企業に隠然たる影響力を持ち続 けるための 「規
制」である(財 部誠一 ・織坂濠)。
6)財部誠一 ・織坂濠 『郵貯が危ない』徳問書店1997年,2ペ ージ。
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呈灘 團]鮒 宅・纏 糊 一レ者肺基盤整欄
騰 購 鞭]争 日轍 投資銀行
日本輸出銀砂 懸 熱 機]争 国際協力銀行
北海道東北開発公庫は,融 資残高970億円のうち7割 を焦げつかせた。
日本開発銀行は1951年に設立され,役 目を終えた。中曽根首相は廃止 といっ
た。 しかし大蔵省が抵抗 した。輸銀,開 銀の総裁,副 総裁は,大 蔵官僚の天下
り先としては トップ ・グループであり,1998年で,月 給が164万円である。
1999年に,日 本の借金は630兆円で,特 殊法人の借金が250兆円である。行財
政改革で特殊法人に手がつけられなかった7)。いま特殊法人が78ある。例 とし
て,NHK,日 本道路公団,首 都高速道路公団,都 市基盤整備公団,日 本育英
会,日 本体育 ・学校健康セ ンター,国 際協力銀行,日 本中央競馬会,日 本政策
投資銀行。国立競技場。 日本鉄道建設公団がある。特殊法人で株式会社は,
NTT,JR,日本たばこ産業,電 源開発である。
特殊法人は,政 府 と行政の国家権力が行なうビジネスで,彼 らには経営感覚
はない。だから必ず赤字になる。高速道路やダム,鉄 道などを作 る。改革がさ
れたが,統 合 されただけで,減 らない。財政投融資は特殊法人に貸し付ける。
特殊法人の定義 はない。
ある文化センターが社団法人を作 ろうとした。 しかし中央官庁からは,東 京
に事務所を作れと,言 われた。文科省が職員をそこで常駐 させたかった。
サ ッカー くじは,日本体育 ・学校健康センターが行ない,文部省管轄である。
7)千葉仁志 『特殊法人は国を潰す気か』小学館文庫。
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なぜ ここが,く じを経営するのか,疑 問である。
1灘 懲]一 囲 本学欝 会一囲 本体育・学校瞭 ンター
大蔵事務次官 ・保田博は国際協力銀行総裁になった。旧 ・住宅 ・都市整備公
団の幹部に,建 設省か ら天下った。現在進めている整備新幹線事業 も赤字にな
ることが分かっている。旧国鉄は25兆円の赤字 を作って倒れた。農畜産業振興
事業団,水資源開発公団,地域振興整備公団は,役割 を終えた。しか し,ある。
日本道路公団は,ど んどん高速道路を作っているので,そ の資金のため,料
金を下げられない。借金が26兆(1998年度)だ 。税金を払っていない。地元政
治家,地元業者が,赤字の高速道路を作 りたい。44路線のうち赤字が23路線で,
地方に多い。建設費の金利負担が大 きい。これは民間に作 らせた方がよい。道
路公団がもっと悪いことをしている。子会社を作 る,そ こで黒字を作 る。そこ
に建設省の役人や公団幹部が天下 りをする。子会社 は無制限に作れない法律が
あるが,道 路厚生会が出資 して,会 社を作 っている。例 として,道 路施設協会
がある。孫会社が95年に67社ある。高速道路ではガソリンは高い。孫会社 ・財
団法人が儲けている。公団理事が,子 会社,孫 会社 に天下 りする。財団法人を
沢 山作る。ただ し 「日本ハイカ」のような会社 もある。役員11人中,10人が公
団OBだ 。汚職 も多い。公団の理事で,元 大蔵省造幣局長 ・伊坂武彦は,道 路
債権発行をめ ぐって720万の接待を受けた。工事発注の情報 をもらし,1051万
の賄賂を受けた水越信明 ・公団課長がいる。
むつ小川原開発は,1971年設立 され,負 債は毎年100億円である。企業誘致
をしようとしたが,来 ない。役員は通産,建 設,運 輸 などからの天下 りが半分
である。
各省総務局が退職先を必死に探す。官僚の給料は安い。その代わ り,官舎が
ある。特殊法人は破綻 しており,政府は補助金で支 えている。 この経営体質は
私利私欲である。総体 として借金を増やし続ける。
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2--9結 論
とにか く一党長期政権はだめで,変 化それ自体がよい。変化すれば,高 級官
僚が少 し変わる。
日本は,民 主主義国ではな く官主主義国である。公立高,国 立大学,官 僚,
東大,NHKが,え らくなっている。その上,NHK会 長や日銀総裁に,役 人
がなる。
官僚制の人事は,上 か らの任命制が特徴である。成員を選挙 しない社会分野
は,軍 隊,株 式会社,教 会である。 これら以外の政治 ・社会分野はすべて選挙
するべ きだ。情報公開,地 方分権化をすすめるべ きだ。オンブズマ ン制度の導
入,情 報公開ネットワーク ・グループ作 りも必要である。社会の重要役職は,
選挙で選出するべ きである。例 えば,北 海道の支庁長,首 相,最 高裁判所判事
である。後者は信任投票をやめるべ きだ。教育委員会も選挙で選ぶべ きだ。現
在では,行 政に無批判的な人を探 して,教 育委員にしている。知事,市 町村長
の任免制だか ら,当然そ うなる。学長,校 長,放 送委員(NHK)も 選挙で選
ぶべ きだ。アメ リカの公立校長は地域で選んでいる。公安委員会は,首相の任
命なので,老 人ばか りで,単 なる名誉職であ り,役に立たない。これ も選挙す
べ きである。
古典的社会思想学は,役人を選ぶべ きだと言っていた。我々の常識を変えて,
それをやるとよい。
3司
??、
?
裁判所 は,上 級に行けば行 くほど,政治判決が悪 くなる。最高裁判事は首相
の任命だか らそうなる。政府 と反対の意見で判決を出した裁判官は,左 遷され
る。
最高裁裁判官の信任制度はおかしい。選挙の名に値 しない。 ×(=反 対)を
記 さない場合に,そ れを○(=丸)と みなすのは犯罪的である。
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4経 済と実業人
4-1法 人資本主義
日本は法人資本主義 といわれる。諸会社が結託 して,無 責任体制をつ くって
いる。企業同士が株を持ち合い,株主総会が経営をチェックで きない。「資本家」
は企業である。経営者は資本家か ら責任をとらせ られない。 日本には資本家で
なく経営者がいる,と 言える。例えば,米 国企業は,配 当を確保 し,業績が悪
い と経営者は取締役会によって首になる。会社は本来,株 主のためにある。経
営者をチェックするために取締役会がある欧米,に 対 して,首 になったら困る
ハエヌキだけの日本の取締 り役会だ。監査役は,本 来,経 営者を監査するはず
が,経 営者 に任命 される。あるいは取締役の前段階の人,辞 めた取締 り役,が
なる。だから形だけの監査 となる。 日本で商法が改正されたが。多 くの資本は
会社の所有である。日本の経営者連は仲良 し倶楽部 となる。
日本では企業の私物化がある。株式会社なのに,上 場 しているのに,同 族支
配が多い。ゼネコン=建築業で多い。東京ガスの安西家。大正製薬のオーナー
は上原正吉。ファミリー企業の鹿島建設。正田家。豊田家。永野家。堤家。学
生も,そ ういうところへ行かないように考えている。こういう所には老害が発
生する。社長が周囲に茶坊主をお く。 どうい う人が社長になるか。 ごます り副
社長(佐 高)で ある。社長は引退後,自 分を大切 にしてくれる人を選ぶ。彼 ら
は忠誠の思想をもっている。封建時代に似ている。
資本主義は後進国では国家が作 り,指導する。中進国では銀行が指導する。
日本では明治維新で国家が資本主義を作 った。
アメリカ占領軍の政策,つ まり寄生地主制の廃止,軍 部廃止,財 閥解体,労
働運動の自由などの政策は,日 本軍国主義の復活を阻止 しようとしたものだっ
た。だが,そ の主観的意図 とは別に,「よい」資本主義を作 る条件になった。
重要だったのは,寄 生地主 ・小作関係の廃止であ り,軍部の廃止である。戦前
の 日本は,軍 事経済が肥大 していた。従って経済的に発展できないのである。
国内市場は狭 くなる。経済的にい うと無駄な,兵 器 ・軍備に膨大な予算が使わ
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れる。寄生地主制の廃止,戦 後のこの小農,土 地持ち農民が大量に登場 したこ
とによって,日 本の国内市場が広がった。戦前の 日本農民は貧困だった。戦後
の農民はかなり豊かになった。彼 らは農業に投資 し,生産性を向上 し,生活 を
向上 させた。土地改革は,ア ジア,ラ テン ・アメリカの諸国と比較すると,巨
大な意義がある。これらの国の経済的弱点は,土 地改革をしていないことであ
る。先進国は土地改革をしているのである。
それ とともに,財 閥解体 ・労働運動の自由化 も,「よい」資本主義 を作るこ
とになった。財閥解体は,し か しす ぐ戻された。 日本の労働運働 も形態 として
は大 したことはないが,こ の自由化 によって少なくても賃金が増大 し,国内市
場が広がった。
第2次 大戦以後,2つ の資本主義が出来た。1つ は日 ・米で,2つ は西欧の
型である。労働者の強 さ,社会保障,労 働者党の強 さ,混合経済である,と い
う点で違う。
経済の二重構造が,明 治以来の大官業の払い下げで大企業が,で きた。大企
業 と,中小企業の差が大 きい。寡 占(=大)企 業に勤めている人は恵まれない
企業のことなど考えなくなる。 日本の経済は二重構造 という形をな している。
一方で大企業があ り,他方で中小零細企業が経済の底 を支えている。社内厚生
福利は大企業では豊かである。賃金は大企業では高い。労働組合 も中小零細企
業にはない。パー ト・タイマーが非常に多いが,それを婦人労働が担っている。
労働時間は長い。会社は,大 企業 を中心 として系列につながっている。中小企
業は,大企業の系列に入っている場合が多い。小 さな町工場,中小零細企業が,
技術革新の担い手であった。
日本の経済は官民混合経済である。自由な民間の経済競争だけで行われてい
ない。官庁が強力な認可権をもち,行 政指導をし,業界団体が相互規制 してい
る。 日本はほとんど資本主義 とはいえないで,冗 談では社会主義だと言 う人も
いる。軍需産業 は政府の調達で利益 をあげ,公 共事業によって大土建業が利益
をあげる。
会社 には市民社会がない。或いは脆弱である。市民社会の条件 を守ると,日
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本の会社 は競争力 を落 とす。経営者は市民社会を経験 していない。企業 に対 し
て市民社会 ・地域社会が弱い。企業城下町が全国に沢山ある。
1960年代の高度経済成長時代で,日 本は変わった。農村社会か ら都市社会へ
変わった。農村人ロが4割 弱だった1960年か ら10年で1割 になった。古い日本
は様変わ りし,社会 ・経済だけでなく,精神 も変わった。
「将来に勝利 し生 き残るのは,新 しい社会的ルール,新 たな行動モデル,新
たな価値感が生み出される,新 しい型の企業だろう……。都市,政 党,教 団に
似た企業。すなわち,市 場で執 ように巧みに闘い,し か しそれと同時に,人 々
が精神的にも自己を実現できる連帯心の強い共同体である企業である。」8)日本
の企業には問題があるが,こ のように強さも持っている。
4-2会 社への依存
サラリーマンー般論について,ラ イ ト・ミルズの立派な研究 『ホワイ ト・カ
ラー』がある。しか しここでは日本のサラリーマ ンの社会学を述べ る。
多 くの 日本人は,サ ラリーマ ン ・会社員になる。企業は,社 宅を作 って,社
員を企業に縛ば りつける。 ドイツでは労組が社宅建設に反対 した。社宅では会
社の序列が妻子に及ぶ。「平(ビ ラ)の子 と遊ぶな」,と上役の家は言う。社宅
に格差 をつける。社宅での生活(内 田義彦)の 会社化である。社宅で,上 役の
夫人が,用 をいいつける。最近,社 宅を減 らす会社が増えている。 これは,不
況が原因である。社宅をつ くらず,給 料 をあげるべ きだ。社宅は 「女工哀史」
である。会社は厚生施設を作 る。別荘 をつ くる。懇親会を開 く。運動会をおこ
なう。川柳 にある。「運動会 抜 くな その子は 課長の子」9)。これが分か ら
ない と日本社会が理解できない。
個人が会社に一致する。会社が恋人,会 社は家庭,社 員は兵隊,と 言う。会
社 に身を預 けるのだ。社歌を歌わせ られる。 日本人は,会 社 とは何かを見抜け
8)『平成サ ラリーマ ン川柳傑作選』1,講 談社。
9)ア ルベロー二,『他人をほめる人,け なす人』草思社,108ペー ジ。
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ない。会社は利益団体だ。会社は働 く人を守って くれない。 ヨーロッパでは会
社の厚生施設がない。佐高信は会社員を 「社畜」 と呼んだ。上役に直言できな
い。単身赴任を命ぜ られる。会社は江戸時代の藩である。サラリーマンは会社
を辞められない。他の会社 に転職できない。家のローンを会社に借 りている。
会社員でない と銀行から充分ローンが借 りられない。会社への忠誠は,江戸時
代 と同じだ。会社のために何で もやる。法を犯 してまでも会社のために尽 くす
事は,日 本で賞賛される(新 井喜美夫 「「日本」をすてろ」講談社)。和の会社
だ。何をやったか,が ない。滅私奉公をする。封建制だ。均質社会だ。異議申
し立てを許さない。協調性 を強調する。上役の引越 しに手伝 いにゆ く。企業家
族主義である。従業員が 「うちの会社」 と言 う。社員数が20人以上になると,
会社はバッジを作ろうとす る。
会社員には,市 民的自由がない,例 は,妻 と暮 らす ことなどである。単身赴
任をさせ られる。会社 と社員が一心同体で9a),個人生活がない。京セラは社
員のお墓 を作って,外 国を驚かせた。会社員は動いていないといけない。休暇
もまじめにすごす。退社時がいつだかわか らない。会社が終わって,飲 んでい
る。人間関係が ヨリ大事である。社員食堂がある。 日本では,就 職でなく就社
であり,献身社会だ。会社でなく職業 を選ぶべ きである。一世代で一流企業が
替わるからである。
会社員は,上 司が どう思うだけを気 にする。仕事 と楽 しみを一緒 にした職場
となる。夜,職 場で酒をのんでお喋 りをする。残業が美徳 となる。仕事第一で,
同僚 とだけ仕事をし,人 間関係を広げなくてもいい し,広が らない。根回しを
し,激突を排除する。ごちゃごちゃしたい,甘えたい。以心伝心対イエス ・ノー
社会が,日 本 と欧米の社会の違いである。仕事中,雑 談 をする。欧米では,家
族を組織 に優先 させる。 日本では個人や家族を大切にしない。会社が持ち込む
精神論は,感情論であ り,一種のヒステリーである。自分 を忘れて一つのこと,
仕事にのめ りこむのは,普 通は病気 とされる。仕事一筋の人は,個 の成熟ぶ り
9a)ゲマイ ンシャフ トとゲゼルシャフ トを混同していることになる。
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が遅れている。自己犠牲の美学がある。個の成熟度が足 りないと,自 己主張が
できない。個を犠牲にしろという論理にも丸め込まれる。会社があって個人は
二の次 となっている。ヒマだが,ヒ マ とは考えない,ま たそう言ってはいけな
い。遊ぶことはいけない。精神科医院を訪れた ら出世は終わりである。本当の
秘密は文書にしない。会社ではプライバシーがなくなる。欧米の会社人は ドラ
イだが,日 本の会社では,休 みのための休暇は長 くとれない。カラオケに参加
させ られ,下手な歌を聞かされ,歌いた くもないのに歌わされる。自分を殺す。
服従の精神である。勤務時間は,終 わりが明確でない。察 してあげる。
組織体が母の役割をする。手厚 く保護する。国家の手の届かないことを大企
業が代 わって行なう。終身雇用制 も失業対策で,社 宅制度も国の住宅政策の遅
れのためだった。別荘がもてないから厚生施設がある。 日本では会社は従業員
のためにあるように見える。
今後は世界的で情報社会にあるので,企 業は,学 力のある学生が必要だ。し
かし,新人会社員研修で,マラソンで,や る気がでるか。バ ンカラ声 を出させ,
伊勢神宮を参拝し,冷たい五十鈴川に飛び込ませ る。日立,宇部興産がそうだ。
みそぎでは鍛えられない。個人の修養 に企業は口を出すべ きではないのに,口
を出す。モーレツ研修をやらなければ生き残れない という企業は生 き残れな く
てもよい。学生は,会 社が立派なことをしていれば,や る気が起 きるものであ
る。彼 ら若い日本人は,初 めか ら,会社 に忠誠心を抱いているわけではない。
彼 らはもちろん協調性を一般的に持 っている。協調性は日本人の特徴である。
さて新入社員は,会社 によって初めに,新入社員教育によって(ウォルフレン),
会社への所属意識を叩 きこまれるのである。 こうしてサラリーマンは,会 社人
間になる。彼 らは,企 業をあたか もイエ(家)の ように思 う。これも転職が少
ないからである。イエは,サ ムライ社会の産物であった。そのうちにサラリー
マ ンには会社への忠誠が芽生 える。これは,会 社 を辞め られないか らである
(ウォルフレン)。
日本のサラリーマ ンは,労 働時間も長い。ただ しアジア諸国に較べれば長 く
はない。それでも,会社のために時間 と精力 を奪われる。仕事が終って,飲む。
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飲まざるをえない。さらに長時間労働だ。上役の悪口を言う。彼 らは会社 と 「結
婚」 している。サラリーマンの妻はだか ら,夫の愛情不足で,つ まり夫が会社
中心で生活 しているので,代 償を探 し過剰に,息 子の世話をする。
日本の会社員は勤勉だと言われる。だが,そ うさせ られているのである。 日
本人は貯蓄が多いと言われる。だが好 きで貯蓄 しているのではない。彼 らは生
活のために貯蓄 している。物価が高 く生活が大変なので,何 か起 きたら大変な
ので,そ の用意をしてお く必要がある。子供を大学に進学 させるには,授 業料
が非常に高い。そのため貯蓄 をしておかねばならない。病気の際には入院費そ
の他を用意 しなくてはならない。老後は,社 会保障制度がほとんど保障 してく
れないから,自分で保障をしておかねばならない。住宅が極端に高いか ら,そ
のために用意 してお く。こういうわけで日本人は貯金をする必要がある。無駄
に使っているわけではない。働かねばならない。彼 らは,生 きがいを犠牲にし
て会社に勤める。男性社員には趣味 もない。こうして会社は,個 人生活の犠牲
の上になりたっている。サラリーマ ンは時間がないので,父 親が社会的役割を
果たせない。父親はPTA活 動にも加われない。そこで子供の教育はすべ て妻
まかせである。 日本は会社 国家である。過労死がある。これはinternational
wordになった。 これは,日 本的マゾヒズムや滅私奉公からくる服従である。
人生のうち一番大切なことは仕事 だと信 じて疑わない。転勤は断われずに,赴
任する。転勤 は家族の同意が必要なのに。準備期間は1週 間である。
外国出張勤務者 も会社で団結する。その外国にとけこまない。帰国=転 勤を
拒否して現地 にとどまると,給料が半分になる。 日本企業がアジアに出ていっ
て,現 地人を出世させない。外国の慣習を認めない。例えば,イ スラームの祈
りを認めない。海外勤務のサラリーマ ンが海外文化 を見ない。
企業では昇進 を人柄で見る,と 。これは基準が無いことである。 日本企業 を
支える 「会社のためなら何で もやる」 という忠誠心がある。会社が大 きいこと
と社員が幸福であることは別なのに,錯覚 している。人員整理 して利益を上げ
た(?)会 社がある。 これは誰にでもできる。出身大学による能力差は全 くな
い,と オ リックス社長は言う。 しかし実際は出身大学で見る会社が多い。会社
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には,ド ゲ トゲしい出世競争がある。
企業に優遇 されていない人に文化がある。社員に 「感性 を磨け」 とい う会社
では,だ いたい会社 と幹部に感性がない。会社の句会で,課 長の句 より係長の
句が高得点をとったら,課 長は平気でいられない。会社は,社 員に個性がない
というが,会 社の方がない。会社の人事採用に個性がない。勤勉は美徳,怠 惰
は悪徳 とされる。仕事が人脈で行なわれる。儒教的=人 間関係的資本主義だ。
種 々の個性があることを認めない し,認めることがで きない。意見すなわち人
問,と 見る。資本主義の論理 よりも人間関係を優先する。多忙 は貧 しさと不幸
の象徴だと,ヨ ーロッパでは考える。 日本では 「忙 しい」 ことが立派なことで
ある。退職直後に死ぬ多 くの男性サラリーマ ンがいる。生 きがいがな くなるか
らだ。定年離婚が増 える。女性 ・主婦は,生 活 ・趣味を持っているから大丈夫
かもしれない。
4-3
ヤクザが多い総会屋 と会社 とが結託する。ヤクザの隠れ蓑 として経済研究所
がある。大会社の総務課がこれを扱う。だからアメリカ資本が日本から撤退 し
たことがある。アメリカの総会屋 は,会社か ら金をもらったら信用を失う。彼
らは,株 主からお礼をもらう。総務課は,総 会屋対策をする。2流 大学出身の
人をここで使 う。
日本は土建国家であった。河口堰やダムを建設する。川岸,海岸をコンクリー
トづけにする。海岸にテ トラ ・ポッ トを置 く。白砂青松は消失した。原発が設
置 された。啄木は,海 岸の白砂を歌ったが,明 治以来海岸の半分がコンクリに
された。有明湾の封鎖は,建 設会社の利益のためであ り,かつて役所のプラン
にあった ものだった。それを実行 しただけである。お蔭で,有 明の海苔がほぼ
不作 になった。業者は必ず談合 をする,つ まり仕事の請負の順番 を決める。
4-4バ ブ ル
バブルを起 こしたのが,宮 沢喜一蔵相や中曽根首相だ。アメリカの言 うこと
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を鵜呑みにして中曽根は民活を行なった。公社 ・現業,電 電,煙 草,国 鉄をつ
ぶ した。アメリカの要望で低金利にし,消 費拡大をねらった。 これでバブルが
起 きた。だが,これが止まらなくなった。銀行は,バブル時代に無制限に貸 し,
結局だました10)。土地への投資が始まった。地上げ屋が登場 した。バブルは
住専(住 宅金融専門会社)の,ま た銀行の貸 し過 ぎだった。
バブル崩壊の原因は,1.アメリカの批判2.住 宅金融専門会社,天下 り,
役人は,実 業を知 らなかった,3.政 府,銀 行は,金 を貸せ,ア メリカ国債 ・
証券を買 え,ド ルを守れ,と いうばか りだった。4.銀 行の過剰融資だった。
現在の貸 し渋 りは,銀 行の質屋化による。経済発展や実業人を見抜 くべ きなの
に,そ れをや らない銀行マ ンのせいだ。競売の先はヤクザが多い。
4--5労 働
年功序列 ・終身雇用は少 しつつ壊れ始めている。 日本 には労働市場 はない
(ウォルフレン)。少なくとも大中企業の間には,概 してそれがない。零細企
業やアルバイ トの分野には,ある。日本の経済学は,つまり近代経済学であれ,
マルクス経済学であれ,あ たかも日本に労働市場があるように理論化 し描いて
いるが,実 状にそ ぐわない。 日本のサラリーマンは,自 由な労働市場がないの
で,会 社を辞められない。だか ら会社への帰属意識を持たざるをえない。大企
業のサラリーマンがそこを辞めて他の中小企業に新 しく転職 しようとしたら,
給料は半分になる。労働力の鎖国であ り,排他性である。
高度経済成長の時代まで,休 暇や休みは,怠 け とか犯罪のように思われてい
た。サラリーマンは,残業手当が半分 しか受け取っていない,つまり残 りは「サー
ビス残業」である。勤労時間が長いサラリーマン。つまり通勤時間,飲む時間,
残業がサービス残業で,半 分 しか払われていない。労基法違反だ。
多 くの企業では労働組合 もない。 もしあっても,ほ とんどは会社寄 りの労働
組合である。こうなると佐高信氏のいう 「社畜」 とい う言葉も現実味を帯びて
10)岡部徹 『大銀行の罪 と罰』講談社+α 文庫。
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来る。組合嫌いの社長の会社には,就 職 しないほうが よい。組合が,会 社側に
立ち,癒 着する。 日本の組合は,大 したことはない。ホワイ ト・カラーが労組
員になっている。賢明な経営者ならば,労 働組合 は必要だとい う。
労働運動では,民 間大企業労組中心 に 「連合」が結成 された。官公労働組合
を吸収 し,1989年11月に新 「連合」 とな り,い ま 「連合」だ。総評は,1989年
に解散 した。全労協(国 労など母体)が89年12月結成された。これは,連 合,
全労連のいずれにも参加 しない。全国労働組合総連合(全 労連)が1989・11・
21に結成 された。 日教組は,1989年9月6～9日大会で,連 合加盟 を決定 し,
これに反対する11県,12高教組,私 学部は,大 会出席を拒否 した。 日本では企
業別労働組合だ。
賃金で,公 務員賃金は中小企業を基準 としている。 しかし日本の3分 の1が
公務員基準だ。鶏 と卵の関係である。 日本の賃金体系は,年 功序列,本 工か臨
時工か,女 性か男性か,大 企業と中小零細の違い,に よって決め られる。サラ
リーマ ンは入社 してから毎年給料が上がって行 く。だか ら年齢によって給料に
差が出る。若い人ほど低い し,年功を積めば高い。この度合は欧米に比べて謙
虚だ。また,本 社員か,非 常勤 ・臨時社員かによって,給 料が大いに違 う。女
性 と男性の間にも給料格差がある。企業規模別に見て,大 企業と中小企業の格
差 も歴然 としている。 日本の退職金 と年金は,特 に大企業や公務員では多い。
このために長い間,同 一企業に勤めることを望む。
首都圏では,日 本の中央集権的経済構造のお蔭で,職 住接近は無理であ り,
通勤者は,長 時間満員電車に詰め込まれて通勤する。遠隔地への赴任を命 じら
れても,夫 だけが赴任する。いわゆる単身赴任である。彼 らは長い間,夫 婦別
居で暮 らす。妻は,夫 よりも子供の学校が大切なので,子 供 とともに暮 らすこ
とを選ぶ。 こうして家庭 は壊れている。
4--6そ の 他
社長が自殺 しない,責 任をとって中間管理職が 自殺する。高級官僚 も自殺 し
ない。会社では下が上 をそんたくする。気持ちを推 し量る。そんた くし,違 っ
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たら責任をとる。中間が上役の意を汲んで働 く。 トップは明言 しない,文 書 も
かかない,よきに計 らえの態度である。賄賂 も誰もいわない,文書にもしない。
失敗 したら責任を社長がかぶらないで,部 下にかぶせる。部下はあらゆること
に責任をもたされる。社長は忠誠心のある人を見抜 く。ミドルの無限責任,ト ッ
プの無責任である。会社が,と かげのシッポ切 りをする。だから中間管理職に
はス トレスが多い。職場のいじめがある。安宅産業の部長は,倒 産の前 に鉄道
飛び込み 自殺 をした。社長ではない。1980年に,東 京海上で30才前後の社員が
1年で4人 自殺 した。日航事故被災者の世話役 ・富永氏(59才)が,自殺 した。
追い詰め られた中間管理職が職務上の理由を責め苦 として自殺する。汚職発覚,
出世 コースを外れた,が 理由である。会社人間が 自殺する。大会社の社長は自
殺 しない。ロッキー ド事件の全 日空の,若 狭 は社長を辞めて,会 長になった。
「ひたす ら自分の仕事だけにかまけ,仕 事を自宅にまで持ちかえり,他の話
題には興味を示さず,日 常生活の管理や子供の世話は妻に任せ きりという人物
は未熟である。 しか し,も っぱら家庭内生活だけに甘ん じ,夫の仕事に関心を
向けず,そ れを理解 もせず,そ の生活や慣習を乱されるのをいやがる女性 も未
熟である。」11)男性が,女 性の独立 に不安 となる。可愛い女性を演 じることが
よいこと,と 日本ではなっている。男性優位社会では,男 は腰砕けとなる。女
性が組織社会に入って くれば,よ くなる。滅私奉公,年 功序列が崩れる。
証券会社 は,政 治家を自分のVIP(重要人物)口 座 に入れ させ,株 の取引
で儲けさせる。これでは株式市場の自殺である。一部分は,騙 しだ。NTTの
初売 りの例では,政 府が投資家を騙 した。個人投資家が少ない。 日本の株式市
場は,正 常でない。株価が経済学の理論に一致 しない。戦後,企 業 グループの
中で銀行の役割が大 きかった。バブル崩壊 まで,企 業の銀行借入れは異常に多
かった(=オ ーバーローン)。日本の会社 は資金を銀行か ら借 りる。証券市場
11)ア ル ベ ロ ー 二,51ペ ー ジ 。
38 商 学 討 究 第55巻 第2・3号
が弱い。米の会社では銀行からでなく株式証券市場から資金を調達する。最近,
年金基金や生保が大量の株を持つようになったか らだ。
第三世界の,特 にフィリピン,旧ベ トナム(出 身者)の 労働者 は,チ ンピラ
である。伝統的 日本人の認識の,労 働者 とは,道 路工夫,失 対事業の人,浮 浪
者である。1950年代の日本の母親は,労 働者 をそう見ていた。映画,山 田監督
の,「寅さん」の言 う"労 働者諸君"は,言 葉のギャップ,言 葉のおか しさを
示 している。 しか し先進資本主義では,工場労働者が減った。先進国は,主 力
はホワイ トカラーである。資本主義の寄生性が増大 し,またガス ト・アルバイ
ター(外 国労働者)が 増大 した。それによって,先 進資本主義国では,ホ ワイ
ト・カラーが成長で きた。海外進出を,特 にアジア進出をして,外 国人労働者
を雇 う。海外では札束で顔を殴る日本人 と言われた。援助は国家ではだめだ。
ODAが世界一の日本は考えるべ きだ。ダンピングまがいをする。国内で高い,
外国で安い。
4-7税 金
間接税 とは,大 衆課税である。誰でもが,同 じように税負担をする。等 しそ
うに見える,し かし所得の低い人には辛 く,高い人には楽である。従 って,所
得の高い人は余 り反対 しない。この消費税は,1.軍 拡のため。2.大 企業の
ためだ。最近,法 人税の値下げをした。1990年までの 「中期防衛力整備計画」
は,18兆円だ。 自民党の渡辺政調党会長は,88年5月,大型間接税が,大 軍拡
の財源作 りにある と,明言 した。『Thisis』1988年6月号,「日本は防衛費を
減 らすということもなかなかできないで しょう。……そうするとますます財源
は足 らな くなる……やはり間接税 というものをもう少 し重視 した らどうなんだ
という議論が出て くるのも当然」。1987年に,竹 下 ・当時幹事長 も,「国防であ
れ,国 民生活に必要なことであれ」大型間接税が必要,と 。消費税の目的は,
大企業保護,軍 拡である。社会福祉 ・老人福祉はどうなる?今 の予算の伸び
か らは望み薄だ。試算により,高齢者は増税 となる。だから老人福祉 を狙った
のではない。予期できるのは,ア メリカの要求による,長期国防計画である。
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不公平税 を無 くせばよいのだ。国公労連は,そ れで10兆円の減税ができる,
と。国民の反対する大型問接税 はや らないと公約 した自民党が,公 約を守 らな
ければならならない。税は,国 民 ⇒ 政府 ⇒ 財界,と 回る。財界 ・金持ちに支
えられている自民党 と政府がいくら税金をとっても,国民には回らない。減税
するのは,自 然増があるので当 り前である。
一方,サ ラリーマ ンは収入の9割 は課税対象 として捕捉されている。
4-8雑
日本人は,富 める国の貧 しい国民である。社会の歪みがうまれる。戦後,変
化 しなかったのは会社 と官僚制である。
日本のベ ンチャー ・ビジネスは,余裕がない。9割が失敗する。エ リー トを,
危険な,ま たは現場の部署にはつけない。大会社同期数百人のうち部長になれ
るのは1人 である。
法人接待費を認めなければ,安い商品ができ,給料も上がる。企業交際費は,
仕事の4%で,配 当金や,研究費以上だ(1979年時点)。結局価格に跳ね返る。
日本では,タ ダの品が多い,マ ッチ,お 茶,ホ テルの歯ブラシである。ホテル
代が高い。出前がある。銀行貸付係 は,マ ージャンで,融 資を願 う会社がわざ
と負ける。ゴルフで もそうだ。空港へお客の送迎をする。
ニホンのス ターゼ ン会社は,白 豚の1部 を鹿児島の黒豚 とし,乳牛を肉牛 と
し,鳥肉では品種 を偽った。北海道経済は官 ・中央依存である。大企業がスポー
ツ選手をもつ。 日本のスポーツは学校か会社で育て られる。会社は台数だけの
分のNHK受 信料を払わない。電気水道代は会社は安い。大会社は,事 実上法
人税を払わない。三菱重工の例では,税 金 と同じだけの技術援助金が来る。
財界人はエ リー トなので民衆的責任感はない。財界人は社会の指導者だと,
自ら誤解 している。大昭和製紙の斉藤社長は,ゴ ッホの絵 を買って,自 分の死
語 「棺桶へ入れて くれ」,と言って,ヨーロッパで嘲笑 された。一方,企 業に,
まともな人がいる。例えば,本 田宗一郎,ク ロネコヤマ ト会長の小倉昌男であ
る。 日本の財界の組織体 は,4つ あった。経済団体連合会(経 団連),日本経
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営者団体連盟(日 経連),日本商工会議所,経 済同友会である。 しか し経団連
と日経連が合併 したので,今 は3つ である。東電の木川田一隆は,企業 として
の政治献金を廃止 した。平岩外四(東 電会長)が 政治献金の斡旋を廃止 した。
しか しその後,豊 田章一郎,奥 田は再開した。見識のないので有名なかつての
経団連会長が斉藤英四郎だ。
会社 と社会は,名刺社会,肩 書社会である。 ヨーロッパ も実は少 しそうなっ
て来た。人脈で,紹 介で,商 売がなされる。
総合商社は,日 本にしかない。だが,外 務省のお粗末さを補 う。通産省指定
の石油会社だけが石油を輸入できる。世界で最 も高いガソリンを買う。世界一
高い高速料金だ。
ヨーロッパで,個 人生活を犠牲 にして物 を売ろうとは思わない。注文生産で
ある。ヨーロッパは中小企業の国だ。 日本は買い手が優位である。日本は,百
貨店,近 郊電車が発達 している。包装がす ごく,見た目が綺麗だ。談合をし,
外国はここに参入で きない。 日本では商品の質で競争をしない。対人関係,人
間関係で商売 をする。
農業(米,農 協)は 保護されている。 日本の農業は資本主義的ではない。地
主 ・資本家 ・労働者 と別れていない。だか ら教科書で言う農業経済論が成 り立
たない。
バブル時代の土地値上が りで,大 都会で遺産相続のために骨肉の争いが生 じ
た。 こうしてお金のために,兄 弟姉妹の愛の絆が切れた。日本の住宅が狭い。
軍拡は,ト ルコについで2位 である。
5教 育
5-1大 学以前
勉強のできる子がよい子だとみる。教育は,い い大学,い い高校,い い中学
をめざした。現今は,い い幼稚園 いい産院,に もなっている。 この原因は,
経済の二重構造であ り,め ざす大企業に有利性がある。名前や給料である。 目
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指すのは学歴ではなく,学校歴である。
フランスのピアノ教育制度は全国一律で教育水準ネットワークがある。 日本
は普通文の作文教育がなく,し ない。
日本人の古い女性理想は,良 妻賢母であった。女子短大で も多 くが,良 妻賢
母を掲げている。 しか し,これを掲げるような学校は,逆 に良妻賢母にならな
い。立派な市民 を作るという目標を掲 げる方がよい。子育ては女性のみである。
社会ではあるのに。小学校の運動会で順位 を決めない。勉強のできる子がい
じめられる時代になった。家庭ではテレビ絶対主義であ り,談らんがされない。
食事時間が短い。塾で学校が軽視 され,私 立学校へ流れる。
孔子の弟子 ・原憲の言がある。「世間の評判 を気 にして行動 し,お もねり,
学問は見栄のためにし,教育はいばるためにし,仁義の徳を汚 し,衣服の美 を
つ とめる」。一般に学問や教養 を,出世のため以外では,見 栄のために,や っ
て きた。例として,い い学校へ入れようとする親 本人の存在である。実は見
栄にも役割がある。日本における福沢の 「学問のススメ」の主張は,現 在 日本
の人々の暗黙の了解であろう。つまり,勉強すれば,出世で きるというものだ。
教育大学の卒業生つまり先生同士の差別がひどい。昔の高等師範出が師範出
を人間扱い しない。これでは子供の教育はできない。「人を差別 してはいけない」
とは言えないはずだ。
制服は全体主義である。学校で服装が統一 されている。校則は,生徒が決め
たわけではない。それでは規則にはな りえない。校則が手帳に数十ページにわ
たって書かれ,ま ずは覚えきれない。だか ら校則 は 「拘束」ではないか。中学
校の服装検査が徹底 している。個性を抑圧 している。情緒的な日本社会への帰
属意識を明 らかにしなければ,異端視 される。従ってユニフォームに埋没する。
制服は均質社会の思想だ。制服の乱れは不良の始 まりと,信 じ込んでいる先生
が多い。
先生の体罰禁止は,翻 訳の間違いではないか。
高校全入運動は失敗 した。親の問題だった。授業についてゆけない高校生を
多量に生産 しても無駄である。高校が多す ぎる。学級崩壊が進み,小 ・中学 ・
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高校で授業が成 り立たない。先生は進学校出であ り,非進学校高校 に勤めるか
ら,困惑 してしまう。クラスで3人 がふ らふら(=席 につかない)していると,
授業が成立しない。 まじめな先生は,や っていられない。
小学生が他の小学校 を恐れている。中学校の修学旅行で他の中学 と接触 しな
いように,先 生は努力する。明治以来の学校争いが尾を引いている。
1980年代から,自殺するほどのい じめが始まった。90年から,不登校がおき
た。観点別評価がされた。い じめ問題で,教育委員会が くさい ものにふたをし,
校長 ・教頭の出世問題になるから,学校側は,い じめは 「あ りません」,と答
える。い じめは,個 性排除,権 利意識のなさか らくる。特徴的な点は,い じめ
を見ていて見ぬふ りをしている大量の生徒がいることである。い じめは,加 虐
性精神病として,ア メリカでは処罰,治 療 される。いじめは日本文化の特徴な
のだ。根本的に見つめる必要がある。い じめる子供の心理は,欧 米では異常心
理 とされ,軽 蔑の対象である。いじめて喜ぶのはサ ドである。子供時代に一時
はあるとはされる。 しかし大人になった らやめる。いじめは,個 の確立が不十
分で,自 分の見解 をもっていないことか ら起 きる。いじめは,官 庁,会 社でも
ある。 しか し80年代か らのい じめは,現 代的である。教育委員会 を選挙にすれ
ばよい。
授業について
ゆけない子
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現在の小 ・中 ・高では 「落ちこぼれ」が多い。正確には,落 ちこぼされであ
る。学校の授業についてゆけない児童 ・生徒である。現在のように義務教育の
期間に,授業が分か らな くて も進級 させるという制度のもとでは,「落ちこぼれ」
は必ず発生する。その上,2つ の事情がこれを強めている。第1は,教 化内容
の高度化である。かな り量の多い,難 しい内容が加わってきた。第2に,文 部
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省の指導要領の問題である。「ゆとり」教育 と多方向志向を出 したが,例 えば,
英語の授業時間を減 らした,そ れがエ リー トと非エリー トの差を一層つけた。
そこで部分的な進級保留制度12)を提案 したい。国 ・市町村 ・学校が協議 して,
「各学年の必要最低限基準」を決める。 きわめて基本的な水準でよい,進級 し
たら本人が絶対困る場合 を知って,進 級 を保留するのである。早急に学力 をつ
ければ,保 留はす ぐ解除で きるようにする。そういう案はどうだろうか。
文部省が教科書検定をしている。家永三郎氏の 『日本史』が検定不合格 になっ
た。1989年6月27日,第二次教科書訴訟で訴えが却下された。文部省は,検 定
をしていないで,検 閲している。
偏差値は,中 学教師 ・桑田昭三氏が作った。これ自体は便利なもので,何 の
問題 も含まない。受験戦争自体は問題はな く,学歴競争が問題だ。ペーパー ・
テス トによる輪切 りは,頭の回転の速 さ,我慢強い子が,評価される。学校は,
知の詰め込みの場 となっている。覚えるのもよいが,考 えることが重要だ。小
中学校では,教 育で夢 を与えない。絶望を与 えて生 きがいを奪 う。人間の価値
の画一化 をし,学校が教育的には窒息 している。個性 と人間の多様性を壊す教
育をする。
文科省が英語教育の奨励 をする。 しか し授業では英語を日本語で説明 してい
る。文部省の売国的方針だが,普 通の科 目も英語で授業をせよと言う。小学校
へ英語外人を配置する案が出た。 これは高校に置 くべ きだ。文科省は,外 国語
を喋るようになれる教育 をしない。帰国子女がいかに下手に英語を話すかを努
力 している。上手に話す とい じめられ,担 当教師がいじめの先頭に立つ。帰国
子女が嫌われる。自分の意見をはっきり言いすぎる,先 生の教えていることに
疑問を投げかける,昼 食時間に私語が多い,協 調性に欠ける,と いう理由か ら
だ。だから帰国子女はわざと日本的に振舞 う。
いい子の申学生は,学 校で疲れきる。帰宅後,母 に何から何までやってもら
う。
12)拙稿 「進級性の問題」(『緑樹』18号,7ページ)
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5-2大 学 論
大学が多す ぎる。多 くが,学 生を大都会に送 り出 してしまい,地 方を枯 らす
大学だ。大学生の大衆化が進む。算数ができない大学生が出て来た。少子化が,
最近は大学に及んだ。大学院がだてに作 られている。私立大学院作 りに,事務
長 として文部官僚OBが 入 りこむ。
偏差値教育の象徴だが,受 験生は,入 れる大学へ入る。 どの学部でもよい。
東大の法学部 と経済学部にさえ上下関係がある。同医学部に,そ の気のない人
が入る。田中真紀子議員 は,東大生にインタビュー し,「親のために入ってやっ
た,親 は何でもして くれるべ きだ」 という答えを聞いて,び っくりした。東大
生はなぜ就職がよいか。東大出は官僚が多 く,民間会社に入 った人はその友人
が官僚なので,官 庁 と付き合える,そ れでとる,と 。
大学予算で東大が半分 とる。残 りを旧帝大が とる。例えば小樽商大は,収 入
が15億円,支出が30億円で,ジェット戦闘機の半分にすぎない。授業料は高い。
教育制度を考 える官僚が東大出身では,一 方的にならざるをえない。
外国語教育を担当するのは,言 語教師でなく,文学の教師だという矛盾があ
る。
大学の授業で私語が盛 んだった。東大でもそうだと言 う。 自分が ここにいる
のではない(『私語の研究』),というのが原因である。今では,メール打 ちだ。
大学生は,卒 業すればよい,と 言 う。だが最近の就職では,何 か真剣 に学ん
でいる人をとる。学歴はかな り深刻な深層意識になっている。日本では学歴 と
いうよりも,学校歴である。 自分の卒業 した大学によって人生が決まって しま
う日本だ。
就職ための会社訪問の解禁が進んだ。1998年には大学3年 の12月に決まった。
今後また どんどん進むであろう。実業界が大学教育を壊 している。会社 に見識
がない。一方,企 業が大学教育を信頼 しない という。
1969年,大学管理法ができ,休校,閉校,廃校,助成金コントロールができ,
文部省の支配権が強化 された。大学闘争の 「失敗」(?)だ。
学閥が まか りとおっている。大学教員採用がコネである。全国公募 ・実力採
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用は少ない。関西の法律関係の勉強会の例だが,そ こに東大の先生の本を持ち
込めない。書評は,普 通は,仲 間による提灯 もちである。
北大医学部の学生 に,高校で同級生だった北大水産学部の学生が,キ ャンパ
スで声をかけた。前者は,な ぜ私が彼 に声 をかけられねばならないのか,と 帰
宅して母に不満を言 った。
A.A.トルス トグーゾフ(青 森公立大学のロシア語教師)は 語 る。「学力 と
いう言葉の意味は日本では,知 識の水準 ・学識 ・博学である。 日本の学生の教
育に対する努力が足 りないのは,学生の勉学への動機 ・目的がないからである。
日本は学歴主義であ り,日本人は自己紹介 をするとき,○ ○会社の○○地位で
あると言 う。卒業するために,沢山単位を取得するが,興味のある科 目でなく,
比較的に楽に単位が とれる科 目を選択 しているようだ。 日本の教育はお金を沢
山使っている。パソコンのソフトは山のように,ビ デオも沢山あるが,学 生が
活用しているとは思えない。 日本では学んだ知識 と関係ない内容のアルバイ ト
をする。 日本の学校教育は暗記中心だ。ロシア人は間違えてもいいから,考 え
を伝 えようとする。日本人は黙っているし,選択 された話題については話すが,
テーマがないと下手なようだ。学生は子供っぽい。政治 ・経済に関心がない。
/「師匠主義」である,先 生の教えに生徒 は従順だ。講義 していても反応がな
い。動機づけのない勉学では問題解決能力は育たない。先生が教えたこと以外
はもっと詳 しく勉強 しようとはしない。/学 校のランキ ングについて,日 本は
大学の進学率 ・有名校への進学 を規準 とするが,ロ シアでは専門校を選択する
からランキングはない。/日 本では,芸 能 ・運動などの大会はあるが,ロ シア
のように物理学 ・化学 ・地理学 ・語学などの大会はない。/日 本では最近,教
育改革が叫ばれているが,就 職制度,入 学制度ばか りでなく,社会システムを
変 えないかぎり,改革は進まない。」13)
13)函館 日ロ交流史研究会 「会報」No.15。文に最低度の補いをした。
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6社 会
6-1歴 史
現在の日本は,ア ジアで最もデモクラシーの進んだ国,と される(ボ ネ)。
日本人は,集 団主義だと言われる。 日本とヨーロッパの比較論で,狩 猟民族
(ヨー ロッパ)対 農耕民族(日 本)の 対比がされ,だ か ら日本 は,な んでも一
緒 に行動する,と 語 られる。 しか しこれは作 り話であ り,ヨーロッパ も農耕民
族であった。なお国民の比較を,風 土に求めるものがあるが,こ れ も一面的で
ある。実際は,日 本には個人主義と民主主義がなく,こ れは徳川鎖国=日 本的
封建制の影響が強い。戦後 日本人の思想は,な お も,徳川300年の封建制の影
響にある。 日本では個人主義 ・民主主義イデオロギーが欠如 している。その原
因は,1.鎖 国である,家 光以来の二百数十年があった,特 にキリシタン弾圧
後である。2.民族的交流がない。3.近代ブルジョア革命がなされなかった。
第2次 世界戦争あるいは 「大東亜戦争」=十 五年戦争には,一 面で云えば,
国民にも責任があった。 日本国民は加害者であった。だが加害者意識が 日本に
は少なかった。
第2次 大戦後,ア メリカ占領軍の支配によって,ア メリカ的民主主義が上か
ら移入 させ られた。こうして日本には近代ブルジョア民主主義は根付かなかっ
た。ブルジョアジーは,中 間階級であるが,現 代ではすでにそのような古典的
階級はない。古典的ブルジョアジーは,西 欧的道を通 らずに,「資本家」階級
になっている。マ ッカーサー(1880-1964)は,戦後5年 間,日本を支配 した。
彼は日本 にアメリカ式民主主義とキリス ト教を植 え付けようとした。戦後改革
で,婦 人解放はうまくいった。5年 後,帰 国したマ ッカーサーはアメリカ上院
で演説 し,民主主義の経験では日本人は12歳の少年だ,と言った。これまでマッ
カーサーは日本人に好まれていたが,こ の発言で彼 は嫌われた。だがこれは正
しかった。戦前の絶対主義的日本は,敗 戦によって,半 民主主義国になった。
天皇崇拝で,「鬼畜米英」のもとに戦った日本人は,あ っさり,アメ リカ崇拝
になった。 日本人は権力盲従なのである。強いものにひれ伏すとい う,ア ジァ
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的国民である。犬と主人に似ている。忠君愛国思想から民主主義へ変わった,
しかし分かっていないことは共通である。 日本人はカメレオン的である。
6-2日 本人論
父親不在だと,母離れ子離れができない。父=夫 が家では邪魔な存在 と思わ
れている。実際は父親不在である。男 は組織優先の滅私奉公の人だ。父が早 く
帰宅 しても子供は塾 に行っている。妻 とは交際がないのでギコチない。母子関
係を社会に広げた日本だ。甘え,一体感は,独 立心 と反比例 している。以心伝
心は甘 えであ り,母親への甘 えに似 ている。 日本 は母系社会だ(河 合隼雄)。
母親離れをしていない。夫婦のコミュニケーシ ョンが断絶 している。外国旅行
へ夫婦で行かない。母が子供だけに愛情を注 ぐ。子は,思 ったことをはっきり
言えない。東京のOLで,未 婚で年齢の高い人が多いが,自 宅か ら(母の もと
から)通勤 し,弁当も母が作るとい う人が増えた。彼女 らは自立で きない。「お
ばあさん お嬢ちゃん」になる。バカンスの違いがある。 ヨーロッパ人は何 も
しないで,のんび りする。日本では,パ ック ・ツアー,添乗員付 き旅行 をする。
日本では個性を認め合わない。個人主義がない 日本(ボ ネ)だ。日本では 「多
数の平凡に屈服 させ る」(柳田国男)。諺にも 「出る釘は打たれる」(あるいは,
出る抗)と ある。内部に違った価値観 を持ったものを共有できることが,寛 容
である。だがそれができないから,いじめて排除 し,内の調和を保 とうとする。
こうして差別を助長する。ポリシーをもって人生を歩んでいない。議論は痛い
からしない。お酒が入ると自制はきかない。女性の社会進出に不信を持ってい
るか ら,弱い男ほど,良妻賢母を求める。物心が付 くまではどこの国民で も同
じだが,日 本人の子供は人見知 り14)が多い。日本人は,恥か しが りやである。
主体性がない。 自信がないから意見の主張をしない。ただし,非常によい意見
がまとまるまで,喋 るのを控 えようという理由もある。だから寡黙である。イ
エス,ノーは,はっきり言わない。「物言えば唇寒 し秋の風」の国である。本来,
14)『日本人とヨーロッパ人』杉山書店。
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個人があって国家があ り,個人が国家の歯車になるべ きでない。日本人は,お
となしく,御 しやすい。ナイーブ(繊細)で ある。(ただし,ナイーブとは 「無
知」の意味であ り,事実上,外 国では 「愚か」である。)ムラ社会の中で,自
分 を守るために法律を駆使する必要が無い。
ルース ・ベネディク トは,『菊 と刀』(教養文庫)を 書いて,日 本人の文化 を
分析 した。彼女は,日 本の文化は,恥,欧 米の文化は,罪 が,中 心 になってい
ると論 じた。彼女は戦争中,日 本人捕虜をインタビューして,研 究 した。 どち
らも結構 なことだ。
日本人は,意見が違 うと,人 間関係が駄 目になる。「対決嫌い」である。「論
理の上での対決 をせず,意 見が合わない と,その人全体 を嫌いになるという感
情的な性向も日本人には強 く見 られます。」(千葉敦子 『ち ょっとおか しいそ日
本人』146-8頁)「意見 を主張 し合 うのを日本人は好 まない」「ある人の意見
に反論 を述べると,… …その人を尊敬 していないとか,嫌 っているととられて
しまうことも しば しばです。 どうして議論 と感情を一緒 にしてしまうので
しょうね。」(138-139頁)「読書の態度 も同様で,ち ょっと自分 と意見の異な
ることを書いている人は,直ちに嫌いにな り,その人の作品は全 く読 まなくなっ
てしまう」(165-6頁)。
その上,言 葉の重みはない。言葉は信用されない。そしてタテマエとホンネ
があり,分 けて使われる。 タテマエだけが論 じられる。だか ら会議では,本音
が語 られない。そこで根廻 しが必要になる。会議が終わってか ら,あ とでブツ
ブツ言 う。
日本では,身 内意識が強い。 日本人は礼儀正 しい国民 と言われるが,身 内に
対 して礼儀正 しいのである。 よそ者 に対 しては冷たい。「旅の恥はか きすて」
の態度である。 日本人には公共精神がない。最近多いのは,産 業廃棄物の全国
土での不法投棄である。運転手は,マ イカーに煙草の吸殻入れがあるのに,ど
うして,わ ざわざ車の外へすてるのか。和が大事 にされる。これは聖徳太子以
来とされるが,こ れも身内の中で大事にされるのだ。和が尊い。和の説得力を
持つ 日本だ。調和,和 は,日本では違いはないとい う前提で行なわれる。また,
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奴隷根性,長 い ものには巻かれろ,の 精神がある。
日本では人脈が大切にされる。そ して,甘えという日本だけの ものがある(土
居 『甘えの構造』)。日本では私的関係でな りたっている。個人=市 民でな く,
親子 ・学校 ・地域 ・会社 ・同窓会の人間関係である。古い人間関係だ。夫婦よ
り親子 となる。身内意識があ り,身内だけが可愛い。差別区別分断がある。地
縁 ・血縁が大切 になっている。初対面の挨拶で,「お国は」「大学は」,と聞 く。
ムラのお きては時代錯誤で,国 際性 には欠ける。だがムラが憲法の上にある。
内と外 を区別する。小心か らきた秘密主義で,く さいものにふたをする。戦争
は無反省で,こ となかれ主義だ。すべてきれいごとにする。 うわべだけ繕 う。
事実 より主観 を大切にする。狭い島国に住みつづけて視野が狭い。主義主張を
すてて一緒 にやる。「してはいけない」で,萎 縮 している。 日本人は,個 性 を
無視 して,付 和雷同する。意見が違 わないようにし,意見の違いを恐れる。
土居健郎は,『甘えの構造』(弘文堂1981。続 弘文堂2001)で,日本人
精神 と心理の伝統的特徴である義理 ・人情に,「甘 え」 を加えた。これは外国
にはない特性で,かつ文学理解の方法にもなる。「くやみ」と 「くや しさ」が,
……甘えの心理の延長上にある……。この心理は,特 に日本人が低迷 しやすい
感情である……。この心理については佐藤忠男氏が極めて洞察に富んだ解説 を
してお られが,氏 はそこで,日 本人が義経 ・楠正成 ・四十七士 ・西郷隆盛など
のごとき敗残の将の方に強い親近感 を覚えるのは,道 徳的マゾヒズムの現れだ
と述べてお られる。この解釈 は全 く正 しいが,も っと一般の言葉で言えば,く
やしさのためであるといえばよいであろう。 日本人は得てして くやしい感情を
もち,ま た奇妙なことだがそれを大事にする。……そこで歴史上の人物で,く
やしさを充分経験 した と思われるものと同一化 し,そ の人物 を持ち上げること
によって自分自身の くや しさのさカタルシスをはかっている。
日本人の心理は,マ ゾヒズム的である。尊米,特 攻隊 玉砕 は,マ ゾヒズム
だ。死を美化する,その軽いのが滅私であり,がまんする,しかたないとする。
第2次 大戦の時,日 本は精神主義で戦った。国家原理でなく個人原理,私 ごと
を大切に,そ して政治と社会 を考えるべ きだ。学びなが ら自分で吟味するべ き
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だ。石原慎太郎は言ったそうだ,「天皇の責任 をあいまいにして民主主義 を説
いても根付かない。けじめが必要だった。 日本の自我な り個性 にのっとった民
主主義のパラダイム(枠組み)を作る時ではなかろうか。」文字通 りは正 しい。
制度を押 し付けて も,民主主義的人問が育つわけではない。 日本には近代ブ
ルジョア民主主義革命がなかった。日本には個人主義がない。学問的に日本を
西欧的に切るのは一部は有効だが,不 十分である。
森有正は書 く。戦後の 日本では,個 人や人格がほとん ど認め られない。「日
本には近代的な民主主義社会をつ くる原理が働かない。」15)
「個」 を殺す ことに誰 も文句を言わない。本音を言ってはいけない社会だ。
なぜ本音 と建前を使いわけるか。怒 り,妬みなどの攻撃的感情の対立を極力避
けたいからだ。 日本人は自分の中にある攻撃的感情の制御 になれていない。で
きるだけnoを言わないよう努力する。建前 と本音の文化は幼児の文化だ。お
互い甘えあうことがで きるか ら(宮本16))。
何でも水 に流す。受身の生 き方をいつ も強制されている。「気配 り」社会,
滅私奉公だ。
近所付 き合いのないフランスで,呼 掛けの 「どちらヘ……」は,な い。 日本
で,金棒引きが,「結婚 しているの?子 供は作 らないの?早 く作 りなさい」,
とか言 う。プライヴァシーに深入 りしすぎる。 日本は過保護だ。個人の責任で
やっていない。例えば,飲 酒運転だ。野球部員が誤ちを犯すと,甲 子園試合の
出場を全員が辞退する。生活後進国なのだ。国家が面倒 をみる。幼稚園なみだ。
日本では,気楽に生きる権利がない。フランスもエリー ト社会だ。日本のエ リー
トはカルチェやデュポ ンの高級ライターをもつ。テレビでヌー ドが見られる。
テ レビの集中制がある,ど この局 もすべて同じになる。例は,選 挙速報 雅子
さんの懐妊もそ うだ。
テル ・アビブで赤軍派が機関銃を乱射 した後,日 本政府が謝罪使 を派遣 し,
15)森有正 『いかに生 きるか』講談社学術新書,1976年。
16)1986年に厚生省 に入 る,左 遷 され,組 織 ぐるみでい じめをされ,『お役人のお
きて』(講談社)を 書いたため,懲 戒免職 された。
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見舞金を贈った。世界はア ッと驚いた。国民が連帯責任で行動 している。
運転免許は,仏 ・米では,一生使 える。 日本は車の年齢が世界1若 い。車は
20年は大丈夫なのに。車検制度を初め,何から何 まで面倒 を見る。電車内のサー
ビスと放送は,独 立心を損なう。 ラウ ドスピーカーが うるさい(中 島義道 「う
るさい 日本の私」)。ただ し,イ ンドはもっとうるさいが。「個」 を確立するこ
とは悪徳 と見る。他人に律 して もらいたい,と 。
天皇家系 と同じく,血液混交を好 まぬ 日本,韓 国である。 日本は,奇 妙な,
似非 「単一」民族的国家である。 日本人は,外 国嫌いである。「毛色の変わっ
た人間は入れない純潔主義がお好 き」だ(千 葉)。日本人は危険な考えを持っ
ていた。他民族=ア ジア蔑視,神 国思想,暴 力思想であった。これに加えて情
報がなかった。ヨーロッパ崇拝思想がある。国i籍にこだわる。海外事故のニュー
スでそうだ。アジアに優越感を,ヨ ーロッパに劣等感を持つ。
国際化 とは,国 際化 していない国の呪文である。 日本の開国は1960年代終わ
りか らはじまった。普通人が ドルを買 えるようになったのだ。外人が日本国籍
をとろうとすると,改名する。高見山の例がそうだ。何でも同化する,だ が外
人は公立学校に入れない。難民を受け入れない。プロ野球や大相撲に外人枠が
ある。鎖国思想が残 っている。 日本が外国人に批判されても構 わないが,根 本
的批判をされると,無視する,特 に思想 と精神で,そ うだ。日本は外圧で変わ
る。内部からは変革できない。世界の大勢を気にする。
日本は中央権力社会だ。米軍空母寄港で小樽市長は圧力 を受ける。米軍空母
寄港で札幌会頭が歓迎委員会をつ くった。すべてが東京に集中 し,過疎 ・過密
が進む。地方都市が壊 される。地方文化が小東京文化になっている。 日本はタ
テ社会だ。
新聞皆読で,新 聞は同じ意見である。新聞の第一面(つ まり政治面)に,パ
ンダや長嶋監督解任が出る。中立的意見 はないものだが,新 聞は中立だと思わ
れている。マスコミは,新 聞では広告料が1つ の財源で,ニ ューヨーク ・タイ
ムスなど紙面の半分 は広告だ。新聞は広告主層を批判で きない。テレビはスポ
ンサーに批判で きない。天皇,創 価学会(=100万家族)を 批判できない。
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日本 は情緒的資本主義(ボ ネ)だ 。 日本では情緒は善だ。 ドライな考えは異
端視 される。他人と異なることをしようとすると,危 険だ。 日本人は決 して理
屈で決着 をつけない。「よらば大樹の蔭」「無理が通れば道理が引っ込む」。国
民1人1人 の個性的な論理が無い。大勢順応的だ,世 論 もファッション,学問
もファッションである。
勲章は名もない市民が受けるべ きだが,日 本では政治家が受ける。勲章は年
寄 りが貰 う,冥 土へのお土産だ。政治家 と官僚 に厚い。
日本は,西 洋の技術を取入れ使いこなし改良する。農業技術は最高だ。応用
の天才である。会社のカウンター ・サービスは最高だ,民 間会社はクレームを
拒否 しない。処理能力が高い。
大河内一男 は,日 本の労働者は半分田舎に埋 もれているとした。現在で も盆
暮れにラッシュで民族移動的に帰省す る。
ヨーロッパでは独立心を育てる。 ヨーロッパは昔を中世 を守る。 ヨーロッパ
では集団で歩かない。日本のメー トル法施行で,日 本の単位が否定された。 日
本だけがその法律を守っている。
フロムの 「自由からの逃走」の問題がある。つ まり,画一,官 僚,無 気力,
自主性の放棄が,現代であると。ヨーロッパでは,画一主義 は全体主義 とみる。
日本 には町内会がある。法 を守 らない。税金をごまかす。入浴好 き。密告する。
知的レベルは高い。 日本は島国でなければ滅んでいた。別れに時間をかける。
交通安全標語標識は,お まじないだ。離婚 しやすい。堕胎の自由がある。宗教
が最も完全 に自由化 している。宮本は言う,NHK大河 ドラマは,懐古趣味で,
時代錯誤が多い。一等と二等の乗 り物に,ヨ ーロッパでは人物で決める。劇場
も,パ ブでもそうだ。だがブランド志向が強いのか,ド ブ板 を渡って下宿に帰
る女性が世界のブランド品を買 う。 日本のデパー トは総合的だ。人は電気を湯
水のように使 う。アパー トなのにマ ンションと言われる。街路 に電柱 と電線が
ある。
巨人軍は日本社会の縮図である。新聞社が球団を持っている。アメリカでは
禁止されている。巨人は,新 聞とテレビでニュースを独 占する。こうして人気
現代 日本社会論 53
を作 って来た。巨人軍は放映権 などで,資 本は潤沢だ。だから良い選手 を雇用
できる。巨人が野球の規則を作 り,このチームが野球界を支配する。
創価学会は,日 本支配を狙っている。宗教指導者がなぜか,女 性のつ まみ食
いをする。かつて 「法の華」の福原法源代表がいて,詐 欺師だった。足裏を診
断したのだが,彼 は医師ではない。医師免許という客観的な資格があるかない
かも信者は見 ようとしない。
7世 界史的思想 戦後日本人の思想の世界史的位相
ブルジョア階級は,オ ランダ(16・17世紀),イギ リス(17世紀),フランス
(18世紀),アメ リカ(18世紀)に みるように,近代民主主義革命 を行なった。
彼 らは血を流 して民主主義をかちとった。日本のブルジョアジーは,江戸時代
に,形 としては,商 人と職人 として,町 人として,い た。だが明治維新では,
下級武士が革命 に参加 し,町人はその革命の主役にならなかった。ブルジ ョァ
ジーは民主主義の獲得 の闘いに参加 しなかったのだ。明治以降,政 府は脱亜入
欧を目的 とし,西洋の真似をした。明治初年に,自 由民権運動が起きたが,こ
れは数年で挫折 した。これ以降,日 本のブルジョアジーは,天 皇制,絶 対主義
政府,軍 部に従属 した。こうしてブルジョア民主主義は実現 しなかった。民主
主義 ・自由主義は,西 欧のブルジョアジーの産物であ り,市民革命を行ったあ
るいはそれに成功 した国だか ら,そ れが生まれたのである。市民革命を行なっ
たのは,ブ ルジョアジーと農民であった。それに失敗 したのは ドイツ(16c.)
のミュンツァーの敗北,ロ シア(18c.)のプガチ ョーフの敗北などである。
ロシア ・ソ連,ド イツ,日 本には,共 通性がある。その上,19c.中ばに民主
主義が変質 した。
戦前に3つ の自由主義運動があった。それらは皆,潰れ,あるいは潰 された。
第1は,前 出の自由民権運動であった。第2は 明治末年の社会主義運動であっ
た。これは,幸 徳事件によって弾圧 された。第3は,弱 いが大正デモクラシー
であ り,その後の共産党運動であったが,戦 争遂行の過程で弾圧 された。
54 商 学 討 究 第55巻 第2・3号
文字に書かれた思想 と,行動に移される思想は,違 うのであって,日 本の民
主主義は,多 く,文字で学んだ。日本では民主主義が実現されていない。市民
がいない。日本では半分 しか民主主義がない,偽 りの,あるいは借 り物である。
ヨーロッパ民主主義は学ぶべ きである。また民主主義は御輿のようなものであ
り,常 に支えていなければならない。世界民主主義 との関連でいえば,日 本は
中途半端民主主義(ア メリカ)で の改革が行われた。
アジアでは,現 代中国史を見れば,毛 を中心 として,北 朝鮮では金父子を中
心 として,カ リスマ的独裁がある。「阿Q正 伝」にあるような思想だ。ソ連で
はスター リン主義がカリスマだった。アリス トテレスは「政治学」で言う。「……
アジア人はヨーロッパに比べ,そ の性格がいっそう奴隷的であるため,専 制支
配 も少 しも不満 に思わず堪 え忍んでいる。」モ ンテスキュは 「法の精神」17巻
で言う。「今 日,人類の間に存在する自由のほとんどすべての源泉 となった北
ヨーロッパ諸国民 こそ,地 球の全民族の上にお くべ き偉大な栄誉を持つ」。
紫式部の 「源氏物語」での一つの考えは貴種であり,天皇の血筋が大切 とさ
れる。いわゆる貴種尊敬は,古代イデオロギーである。だが現在で も残 る。「三
国志」でも,劉備玄徳が漢の子孫なので尊敬 される。氏 より育ちという句があ
るが,こ れは近代的な考えであ り,近代に至 り貴種が否定される。封建時代に
なると,武力の長が尊敬 される。このグループはまた血筋が尊いとされるが,
実力が評価 される。聖徳太子の 「和 をもって貴 しとなす」とい う主義は有名で,
日本では和が大事にされる。これは儒教の語でもあ り,聖徳太子以来とされる
が,こ れも身内の中で和が大事にされるのだ。現代では協調性 となる。
福沢諭吉の 「学問のすすめ」の冒頭,「天は人の上に……」は,近 代の観念
的理想である。同 じく,「福翁 自伝」から,面 白いエピソー ドがある。 えばる
人に謙遜,丁 寧な人にぞんざいになる,農 民の態度をあげて,こ れは封建的な
ものだと,福沢は批判 している。この態度は今でもある。
映画 「日本残酷物語」(中村錦之助主演)で は,江 戸時代の武士か ら現代の
会社まで三代の日本人が描かれるが,お 上に服従する人間像である。
阿部謹也は,世 間論を出した。 日本には社会がない,世 間のみである,と。
現代日本社会論55
阿部はまた日本に個人主義がない と言 う17)。阿部さんの宗教説 によれば,ラ
テラノ会議での餓悔の成立か ら個人主義は発生 したと。
夏目漱石は,講 演 「私の個入主義」で,や はり日本 に個人主義が足 りないこ
とを論 じる。そ して 「草枕」では,日 本では智を働かせると角がたち,情 にさ
おさせば流 され る,と 警告 してお り,日本の非近代性 を暗示 している18)。た
だし個性 と個人主義は違 う。個性は誰にもある。夏 目は両者を区別 していない。
日本ではプライバシーがない。西欧での生活をすると,違 いが分かるとされ
る。日本では会話で,す ぐ,「結婚 しているの?」 とか 「結婚 しろ」「身を固め
ろ」 と言われる。個の成熟度が足 りないと自己主張ができない。だか らそうい
う場合,個 を犠牲にしろ,と なる。日本には個人主義がない。思想 は統一 しよ
うとする。服従 を求められる。
仇討,赤 穂浪士が,好 かれる。歌舞伎 「義経千本桜 そば屋」は,歌 舞
伎三大名作の1つ で,かつての殿様への忠義の話だ。文楽=人 形浄瑠璃の名作,
「絵本大功記」で明智光秀の不忠を憎む 「夕顔棚の段」「尼崎の段」がある。
これではインタナショナルにはならない。
儒教 は宗教ではないが,日 本でも広まった。キリス ト教は広 まらなかった。
天皇が神の子孫 と考えている。戦前の共産党指導者,佐 野 ・鍋山の転向の共同
声明(1933年)が,獄中でなされ,天 皇制の強さを確認 した。 日本では天皇教
である。マゾヒズムは滅私奉公からくる。種 々の個性があることを認めない,
認められない。意見=人 間と見る。市民社会がなく,あ るいは脆弱だ。忠誠の
思想をもっている。封建時代に似ている。
演説 について,こ れは必要だと福沢は論 じる。大体,日 本では歴史的に演説
がなされなかった。
日本の君子 とは,中間でまとめる人だと,中坊公平は言う。いい ・悪いをはっ
きり見極めて行動する人は,出 世できない。義理人情 ・セ ンチメンタリズムを
17)阿部謹也 『「世間」 とはなにか』講談社新書1995。 しか し,こ の世間論は笠信
太郎のアイディアである(松 家)。
18)拙稿 「夏 目 ・石の社会思想」(『社会思想史ノー ト 続』丘書房)
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大切にする社会の幹部たちだ。官僚組織 は集団主義の権化である。妬みの社会
だ。 自己犠牲をす る。個性 をい じめる。い じめは,官 庁,会 社で もある。小心
か ら来た秘密主義,く さいものにふたの態度,戦 争無反省,こ となかれ主義が
ある。すべてきれいごとにする。うわべだけ繕 う。事実より主観が幅を利かす。
狭い島国に住み続けて視野が狭い。主義主張を捨てないと一緒に行動できない。
「してはいけない」で,萎縮 している。内と外を区別する。 タテマエ と本音を
使い分ける。沈黙は金だ。お愛想笑いをする。のど元過 ぎれば熱さを忘れる。
アジアの奴隷根性を分け持つ。 日本では,気 楽に生 きる権利がない。アイスラ
ンドの鼠は,び っくりすると,そのまま集団で逃げて,海 中に没する。 日本人
はそれに似ていた。
8日 本社会をよくするために
政治資金規制法を直す。団体による寄付は,限 りな く賄賂に近いので,団 体
による政治資金 を全廃す る。政権交代の可能性 を作る。役人を政治家にするこ
とは,政 治を変えないことだと知る。あ らゆる官庁,株 式会社,団 体 に,女性
を採用する。社会の中で,で きるかぎり,部署 ・地位 を選挙制にする。例えば,
首相(少々危険),最高裁判事,北海道支庁長,公安委員会,放送委員(=NHK),
教育委員会,公 立学校長,大 学長,特 殊法人長である。地方分権を進める。過
渡的には,都 道府県へ,最 終的には市町村へ,権 限 と財政を譲る。国税 と地方
税の比率を代え,国 税を少 くする。地方交付税 を廃止 して,自 治体の自由裁量
にする。直接利益の天下りを制限する。オンブズマン(行政監視)制度 を作 る。
官庁の情報公開を進める。官庁の書類破棄を禁止する。官僚の権限を見直す。
不要なものは省 きの廃止 し,で きるものは地方に移譲する。できるかぎり,公
務員を住民が選ぶ。上級公務員試験 とその成績だけで出世させることをやめる。
特殊法人をで きるかぎり廃止する。重大案件は,住 民の直接投票 とし,そ れを
最高のものとする。高校の全入をさせない。大学 ・大学院を無闇に開設しない。
教科書検定を止めさせる。国土計画を見直す。道路,高 速道路,新 幹線,砂 防
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ダム,海 岸 ・河川のコンクリー ト化は,本 当に必要なのかを吟味する。製造会
社が製品の最終段階の廃棄まで責任 を持つ。株式会社に社外監査役 を設置する。
以上,日 本人は,そ の他のアジア諸国の中では一番幸福だ。ここで述べたよ
うな環境の中で,ど うやって 日本の社会科学 を創るるのかが問題 となる。
58 商 学 討 究 第55巻 第2・3号
その他参考文献
天木直人 さらば外務省 講壇社。有森隆 黒い経済人 講壇社。アルベロー二
他人をほめる人,けなす人 草思社。新井喜美夫 「日本」をすてろ 講談社。石沢
靖治 ザ ・MOF中 公文庫。犬養道子 アウトサイダーからの手紙 中央公論。同
女が外に出るとき 同。ウオルフレン 人間を幸福にしない日本というシステム 新
潮OH文 庫。ウオルフレン 日本/権力構造の謎,上下 ハヤカワ文庫。大木雅夫
日本人の法観念 東大出版。奥村宏 法人資本主義 朝日文庫。尾山太郎 官僚亡国
論 新潮社。鎌田 自動車絶望工場 講談社文庫。鎌田 トヨタと日産 講談社文庫。
キーン 日本人の質問 朝 日新聞社。倉田 稔 グローバル資本主義の物語NHK
ブックス。黒木 警察はなぜ堕落したのか 草思社。北沢栄 官僚社会主義 朝 日新
聞。ロバート・キヨサキ 金持ち父さん 貧乏父さん 筑摩書房。公費天国 朝 日新
聞。工藤和雄 マディソン・アヴェニュー サイマル出版。佐高信の著書。末広厳太
郎 嘘の効用 日本評論社。立花隆 農協 朝 日文庫。田原総一郎 日本の官僚 文
春文庫。ダンプマン 孤立する大国ニッポンTBSブ リタニカ。中島義道 うるさ
い日本の私 新潮文庫。中山千夏 議員ノート 話の特集。同 鏡の国のアリス。夏
目漱石 私の個人主義。フィールズ 不可思議な日本人。福沢諭吉 福翁自伝。ポー
ル ・ボネ 不思議の国ニッポン 角川文庫。丸山眞男 現代政治の思想と行動1957
未来社。同 日本の思想 岩波新書。南 博 日本的自我 岩波新書。宮本政於 「弱
い」日本の 「強がる」男たち 講談社+α文庫。宮本政於 官僚の官僚による官僚の
ための日本?1講談社+α文庫1997年。室伏哲郎 高級官僚 講談社文庫。森有正
いかに生きるか講談社学術新書1976年。横井順三 地方自治入門 新日本新書。渡
辺 朝鮮語のすすめ。
